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Abstract: This paper exanlines how libraries are scen by Japanese writers in the magazine LJbrα 〃 Sε ttθθ′,

continuing the study of last year. The people who are critical of the present condition are concerned about

the materials selected by libraries. On the other hand, there are people who believe that public libraries are

being used in various affirmative wayso WATAYA Lisa has talked in an interview about the use of the li―

braryo Shouldn't the public library make good use of this fact as an advertisement for itself?

要約 :前年 に続 き,雑誌 『図書館の学校』 に掲載 された文芸関係者のエ ッセイを分析 し,彼 らの「図

書館観」 を明 らかに しようと試みた。図書館の資料選択の現状 について,批判的な見方 をしている人

たちも存在する。一方,現実の公共図書館には,多様な利用者がさまざまな目的で訪れるようになっ

てきているが,そ うした利用状況をむしろ肯定的にとらえる見解も,今回のエッセイの中には含まれ

ている。現実に「芥川賞」作家の「綿矢りさ」は,図書館を利用していることをインタビューで答え

ており,こ うした実例を,図書館のがわでも,なんらかの形で活用していくことが必要なのではない

か。

はあまりしないので」「あ,そ うなんですか。ベンキ

ョウに使うだけじやなくて,読書も図書館の本で ?」

「はい」と語っており,イ ンタビュアーが図書館の座

席を利用する「席借り」的なものを想定して発言して

いるのに対して,作家本人は,図書館の資料も大いに

不J用 していると回答している
4)。

また,『文學界』に掲載された「著者インタビュー」

でも「高校の図書室で太宰治や三島由紀夫,そ して村

上春樹や山田詠美などを次々と読み進めるうちに,自

然と小説を書きはじめた。『小説は好きな作家の好き

な作家をたどって芋づる式に読んでいます。例えば村

上春樹の好きな作家であるフイッツジェラルドを読ん

だり。そうすると,はずれがないんです。英文系のク

ラスにいるんですが,う ちのクラスは変わってて,昼

休みに図書室に通いつめてても,ほ っといてくれ

1。 は じめに

一一話題の「芥川賞」作家「綿矢りさ」

と図書館のこと,な ど

第 130回 ,2003年度下半期の「芥川賞」は,20歳

前後の二人の若い女性作家が受賞したことで大きな話

題となった 。゙その受賞者の一人が,｀『蹴りたい背中』

の著者,綿矢りさ (1984年生まれ)である'。

綿矢りさは,京都市内の高校在学中,『インストー

ル』により,史上最年少の 17歳 で,第 38回 ,2001

年度「文藝賞」を受賞しているが',その後に,雑誌
『図書館の学校』に掲載されたインタビューで「図書

館って使ってますか ?」「はい。図書館しか使ってい

ないと言ってもいいくらいです。本を本屋で買ったり
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る』」と述べている'。

さらに,『wEB本の雑誌』に発表されたインタビ
ューの中でも「最近は図書館で選ぶことが多いです。

図書館に行って,そ こで話題になっている本とか,友

達の情報とかをもとに選んで読みます。そこで気に入

った作家があると,その人のものをどんどん読む。特

に気に入ったものは本屋さんで買うんです」「一ケ月

のお小遣いが5000円 しかない」から「本に使えるお

金は,え ―と,マ ンガも合わせて2000円 くらい」

で,「すごく厳選して,絶対ハズレのないものを買い

ます。それに,読んで気に入った本は手元に置きたく

なる, という気持ちもありますね。そして買ったから

には何度も何度も読む」「京都市の図書館もよく行き

ますけど,高校の図書室が一番好き。新刊もよく入る

し,選びやすいし。自分の本が置いてあるのはちょっ

と恥ずかしいですけど」と語つている6。

これらはいずれも高校時代,京都在住であった頃の

ことと考えられるが,2003年 10月 の『新刊展望』に

掲載された「読書日記」には「八月九日 夏休みのせ
いか,図書館では新刊の本はどれも貸し出し中。しよ

うがないから料理の本を借りようと思い,検索機械で

『りょうり』を検索したら,機械が止まって動かなく

なった。図書館員に助けを求めると,『料理だと引っ

かかる本の件数が多くて,全部拾ってくるのにすごく

時間がかかってしまうんですよ。』と言われた。図書

館員も後ろで順番を待ってる人達も困り顔。謝りたか

ったけど,謝れなくて,ふ うんという態度で画面を見

ているだけだった自分に腹が立つ」「結局本は一冊も

借りずに図書館を出た」とある
ア
。これが,ど この図

書館での出来事かは明示されていないが,同 じ日の記

述に「実家に帰りたいなと思った」という部分があ

り,早稲田大学に進学して首都圏に居住している時期

にも,図書館を利用していることをうかがわせる記述

がみられるということになる。

このような図書館との関係についての記述が,近年

刊行された文芸関係者のエッセイに収録されているケ

ースは他にもある。『プラナリア』で第 124回 ,2000

年度下半期の「直木賞」を受賞 した山本文緒 (1962

年生まれ)が ,2004年 4月 に刊行 した『日々是作文』

には,次のようなエピソー ドが載っている。「私は図

書館が好きだ。図書館も土日は子供や学生がうじゃう

じゃいてうるさかったりもするけれど,幸い私は平日

の午前中なんかに図書館に行ける身なので,も のすご

く幸福である」「ちょっと前まで私は川崎に住んでい

て,よ く利用していた川崎市立 T図書館は,す ごく

好きな図書館だつた」「今は横浜市に引つ越してきた

ので,近所の横浜市立 M図書館に通っている。M図
書館もいい図書館だ」としている。また「書店に新刊

がばんばん並んでいるのと対照的に,図書館には古い

本がしんと並んでいる。図書館に新干Jがないわけでは

ない。人気のある新刊なんかは常に貸出中で,順番待

ちなのである。宮部みゆきなんか棚で見かけたこと一

度もありませんもの」のように,最近の図書館状況に
ついて,実態をふまえた記述も含まれている9。

また,文芸評論家で,翻訳の著作も多数ある高橋英

夫 (1930年 生まれ)が,2004年 5月 に刊行した『本
の引越し』には,「図書館とのつきあい」というタイ

トルの一文が掲載されている。「中学の図書館は柔道

場の三階」にあり,「あまり自由に利用できないよう

になっていた。木の柵があって,奥の書棚に行っては

いけないらしかった」ことや「高校,大学となれば,

学校図書館とのつき合いは前よりも密になった」こと

が述べられている。「大学を出てからは,図書館とは

さして縁がなかったが,現在はひんばんに利用してい

る。私の家のまわりに,それぞれ自転車で十三分から

二十分ぐらいの距離で七つの図書館がある。練馬区立

が二つ,豊島区立が二つ,板橋が一つ,中野が一つ。

各館によって蔵書が異なり,貸出方式も異なるが,い
ま私の書斎には七館から借出した本が十六冊おいてあ

る」という状況が紹介されている"。

さらに,第 8回現代詩手帖賞 (1967年 度),Fプ ラ

トン的恋愛』で第 7回泉鏡花賞 (1979年 度)な どの

受賞暦のある,金井美恵子 (1947年 生まれ)が 2004

年 6月 に出版した『目白雑録 (ひ びのあれこれ)』 で

は,自 身が図書館を利用することはなくても,公貸権

をめぐる論議について,「 Fタ ダ』だからこそ,それで

も読んでいただいてもらえることを有難いと思ったほ

うがいいんじゃあないの」と,文藝家協会の三田誠広

に代表される見解に対して否定的な意見が表明されて

いる。

こうした例のように, 世代にかかわらず, 図書館を

実際に利用している作家の見解や,図書館に関する意

見が,最近出版されたエッセイの中に描かれているケ

ースが存在しているのである。

2。 雑誌『図書館の学校』巻頭エッセイの分析Ⅱ

雑誌『図書館の学校』には,あ る時期まで,巻頭に

文芸関係者によるエッセイが掲載されていた。同一の

雑誌に,集中的に掲載されたエッセイを分析すること
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により,文芸関係者の “図書館観"の一断面を明らか  47.2002.3  笙野頼子 1956「小説 OS倉極楽図書館」
にしようと試みた前年の分析では,『図書館の学校』       約 4,000字“

)

巻頭エッセイのうち,2001年 4月 号までに掲載され  48.2002.4 堀江敏幸 1964「此処に丼戸水と葡萄酒
たものを対象とした。今回は,そ れにつづいて,「誌        があるよ」約 3,800字 m

面を大幅にリニューアルする」以前の2003年 3月 号   49。 2003.4 浜田和幸 1953「世界のヒーローたちと

までに掲載された文章をとりあげ,図書館が現代文芸        出会った米議会図書館」約 3,100字
口)

関係者にどう「みられて」いるのかについての分析を  50。 2002.5  鐸木能光 1955「図書館が『本』の呪縛

試みた。これに加えて,表紙裏のページに掲載された        から解かれるとき」約 4,800字
博)

文章についても,文芸関係者ものを,分析対象とし  51.2002.6  平出 隆 1950「わたくし図書館」約 3,600
たo                                ttD

52.2002.7  片岡直子 1961「水曜日の図書館」約 3,300

2-1 分析対象                          字
20

今回とりあげたものは,次の通り。なお,全体の文  53.2002.8  黒川 創 1961「不U用 者への『壁』にな
字数は,(―行の文字数)× (行数)の概算による。          らないカウンターを」約 3,800字

創)

左から,整理番号 (前年分 01～ 32の つづき),掲載  54.2002.8  中上 紀 1971「生きる糧が詰まった空
年月,作家名,生年,タ イトル,全体の文字数 (百の        間」約 3,200字

か

位以下は切り捨て),の順。              55。 2002.9  松山 巌 1945「本たちの日常」約 3,500
33.2001.5 瀬名秀明 1968「未来の『博士』たちの       字")

図書館」約 3,500字
D           56.2002.10 

室井光広 1955「〈本番〉の日々」約 3,500

34。2001.5  宮沢章夫 1956「魔物と旅に出る」約4,100        字20

字η                  57.2002.H 林あまり1963「 びくびく」約 3,300字
2'

35.2001.6  加藤郁乎 1929「図書館への謝意」約 3,300  58.2002.11 菅 浩江 1963「図書館という砦」約 3,800
字
⊃                         字

知

36。2001.7  青柳いづみこ 1950「図書館で見たドビ  59。 2002.12 久世光彦 1935「〈知〉の図書館」約 3,000
ュッシーの素顔」約 3,300字の             字

2つ

37.2001.7  長澤 均 1956「パソコンマニュアルよ  60.2002.12 野中 柊 1946「 自由の天地へのステー
リもパソコン考古学を」約 1,300字'          ション」約 3,300字

知

38.2001.8 荻野アンナ 1956「三つの対話」約 3,100  61.2003.1  三木 卓 1935「学校図書館 とわたし」
字°                           約 4,000字 2"

39.2001.9  柳父 章 1928「図書館の思い出」約 3,600  62.2003.1  白石公子 1960「背文字のポエジーとト
字
つ                           ィレと」約 3,200字

30

40。2001.10 吉田直哉 1931「もう少しオーラを」約  63.2003.2 柴田元幸 1954「幻想の図書館・現実の
3,400字帥                      図書館」約 3,300字

劉)

41.2001.H 目取真俊 1960「原点としての場所」約  64.2003.2  中井久夫 1934「 図書館に馴染まざるの
3,300字"                       記」約 3,300字

3"

42.2001.H 草森紳-1938「『規則の寛大さ』につい  65.2003.3  日垣 隆 1958「原稿料と印税の話」約
て」約 3,400字 D                   4,600字 」

43.2001.12 鳴海 風 1953「サラリーマン作家の図   雑誌『図書館の学校』表紙 (cover)裏 の文章は,
書館利用法」約 3,500字 H)        図書館関連業界の人物が書いているケースもあるが,

44.2002.1  吉田秀和 1913「図書館をめぐる三つの  ここでは,文芸関係者のもののみをとりあげた (生年
エピソード」約 3,700字口         の右に,こ のページに表記されている肩書きをカッコ

45。2002.2 佐野真-1947「出版と図書館」 (講演) 内に示す)。 これらのエッセイは,ス ペースが表紙裏
約 17,000字B)             の 1ペ ージに限られているため,文字数は,すべて

46.2002.3  米原万里 1950「 ドラゴン・アレクサン  1,ooo字程度である。
ドラの尋問」約 3,400字 n         c 01。 2000。 7 常盤新平 1931(作家)「ある図書館」34
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c02.2000.8 司  修 1936(画 家 0作家)「アトリエ

と本箱」
3,

c03.2000.9 泉 麻人 1956(コ ラムニスト)「永田町
のタイムマシーン」

30

c04.2000。 10町田 康 1962(作家)「おくての俺」3■

c05。 2000。 11 柳瀬尚紀 1943(英文学者)「インターネ

ット図書館」
3,

c06.2000。 12天沢退二郎 1936(詩 人)「図書館って本

当は何する所 ?」
リ

c07.2001.3 多和田葉子 1960(作家)「夜の図書館の

顔」
40

c08.2001.4 陣野俊史 1961(批評家)「街の図書館の

音源」
J

c09。 2001.5 金井美恵子 1947(作家)「発見の場とし

て」
4■

c10。 2001.9 佐藤洋二郎 1949(作家)「夏の約束」
4〕

cH.2001。 10海野 弘 1939(作家)「 リーデイング・
ビトウィーン・ザ・ライアンズ」

‖

c12.2001.12多田智満子 1930(詩 人)「大学図書館に

て」
4'

(こ の後,本論文中でそれぞれのエッセイを取り上

げる際には,整理番号,作家名,生年,を 示す)

2-2 エツセイの概要

それぞれの内容について,図書館と関連のある部分

を中心に要約すると,以下のようになる。

33。 瀬名 1968「未来の『博士』たちの図書館」

「子供の頃,私 にとつて図書館とは完全に小説の本

を借りるところだった。週末になるとバスに乗つて市

立図書館へ行き, ミステリーや怪奇小説を片端から借

りて読んだ」という。大学でも「附属図書館はもっぱ

ら試験勉強のための机代わり」で「『図書館は調べも

のに使える』ということを知つたのは,恥ずかしい話

だが大学も四年生になって研究室に配属されてからの

こと」であったが,「以来,図書館は私にとつて, も

っぱら文献検索や資料収集の場になっている」。テレ

ビ番組の収録のため,母校の小学校で授業をした際,

「図書室には子供向けの図鑑が常備されていたが,そ

れらは子供たちの好奇心を満足させてくれない」。「コ

ンピュータ室のパソコンはキッズヤフーがデフォルト

で立ち上がるようになっていた」が,実際に使ってみ

ると,検索に制限がかかっているため,ヒ ットしない

ことがあった。「本当に知りたいと思ったとき,人間

は好奇心を止めることはできない」「そのとき私たち

が真に必要とするのは,優れた資料と検索システムで

文学・文化編 (2005年 3月 )

ある」。「専門資料は専門家のためだけにあるのではな

い」「未来の F博士』たちのために,ま た創作を志す

者たちのために,図書館はもっともっと門戸を開いて

ほしい」という。

34。 宮沢 1956「魔物と旅に出る」

「これまでに書いた戯曲のなかに,何度か図書館を

登場させたことがある」という。「『図書館には魔物が

住んでいます』登場人物の誰かがそんなふうに口にし

た。ほんとはそんなはずはなく,い ま利用しているた

いていの図書館が明るくて清潔できちんと棚が整理さ

れているが,劇のイメージの世界では,う す暗くて,

じめじめし,かびやほこりの匂い,イ ンクの香り,見

てはいけない世界を感じさせる書名がそこにはあっ

て,書名だけでもどきどきするのに,ページを開いた

らとんでもないことが起きるのではないかという夢の

ような場所だった。それは私の期待であり,夢 であ

り,私の書く図書館はいつだってそんなふうに舞台に

出現した」とす杢べ,さ らに「白いひげを生やした年老

いた司書」が登場する架空のストーリーをつづってい

る。

35。 加藤 1929「 図書館への謝意」

「図書館らしいところに足を向けるようになるのは

戦後三年目,大学の理科系から文科系に移って間もな

いころ演環1博物館に」入つたのがはじまりであり,

「占領軍の言論検閲」があったころで,閲覧室には学

生はほとんどいなかった。ここで演劇関係の雑誌など

を読んだことに続けて,森銑三が早稲田で「書誌学の

講座」を担当するようになって大学図書館の書庫を自

由に利用できるようになったことにより『古い雑誌か

ら』という「近代文学研究の上で例がない」書を刊行

したことを紹介している。最後に「生涯こよなく図書

館を愛された柴田宵曲居士」の句「図書館の卓に新た

や夏帽子」を紹介している。

36.青柳 1950「 図書館で見たドビュッシーの素顔」

図書館でコンサートを開いたこともあるが,「私自

身はあまり図書館には足を運ばない。理由は,沢山並

んだ本をみると頭が痛くなるからである。これは本屋

さんでも同じ」であり,「書名や著者名,テ ーマなど

で検索しなければならない。読書に関しては徹底的に

受け身の私にとって,こ れはとても憂鬱な作業」であ

るという。それでも「家のすぐそばの杉並区立中央図

書館のフランス文学のコーナーだけは, どんなに長い

時間眺めていても,少 しも頭が痛くならない。この図

書館は蔵書が多く,サービスも充実しているので知ら

れて」おり,「本のことなら何でもご存じの Tさ んと
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いう名物司書の方が」いるとしている。また「ドビュ

ッシーの博士論文を書くときは,あ る財団の奨学金を

いただいてフランスに行き,資料研究のためにパリの

国立図書館に半年通つた」として,こ の図書館を利用

したときの具体的な閲覧手続きや,館内の閲覧室の様

子を紹介している。

37。 長澤 1956「パソコンマニュアルよりもパソコン

考古学を」

「日頃,図書館を利用することは,滅多にない。記

憶すべき箇所に線を引かないと憶えられない, という

のと,装丁・造本を含めてフェティッシュに本を愛す

るところもあって所有せずにはいられなかったから

だ。それでも必要に応じて国会図書館などは利用して

きた」という。著作の執筆に際し,「パーソナル・コ

ンピュータの歴史や文化史に関するもの」を図書館で

調べたが,マニュアル本しかなかった。「マニュアル

本なんてヴァージョンが古 くなれば,何の価値もな

い。しかもコンピュータを買うお金のある人間ならマ

ニュアル本ぐらい当然自分で買えるだろう。まったく

無意味な投資,利用者へのおもねりとしか思えず唖然

とするしかなかった」と感じている。「僕は図書館と

はあらゆる文化に関する一種『考古学』的な発掘の場

だと思っている。そこで昔,お金がなくて買えなかっ

た本や旧刊新刊問わず,出会いそびれた本と出合う場

だと思っている」とし,「司書の方々は何が『歴史』

に組み込まれるか考慮して購入すべきだと思う」「イ

ンターネットでいくらでも情報が入手できる現在,図

書館は, もっと特化された特殊な文化の場であっても

いいと思う。それが平準化された市区町村立の図書館

の多様化にもつながるのではないだろうか」と述べて

いる。

38。 荻野 1956「三つの対話」

「大学勤務とモノカキと,二足のワラジ」を「辞め

られない訳のひとつは,学内の図書館である」とい

う。「昨夏は満州引き揚げ者の体験を小説に盛り込む

際に,生の証言を補う資料のありがたさが身に染み

た」。「キャンパスの中央には,地上五階,地下五階の

『情報センター』が山乞立」しており,そ こでの資料収

集の様子について,具体的に紹介している (注 :著者

は慶應義塾大学文学部助教授 )。

39.柳父 1928「図書館の思い出」

「私の少年時代,図書館とは,か くれてこっそり行

く所,恥ずかしい場所」で「子供は一般に図書館に行

くことは,勧 められて」おらず,「父親は,私の読書

好きを咎める様子だったし, とくに小説を読むことは

悪いこと, と叱られた」という。渋谷区の小学校の地

下に図書館があり「放課後,区の職員が一人やつてき

て書庫の鍵を開け,出納係りの椅子に座ると始まり」

だった。その後,訳語の研究を始めると「図書館は私

にとつてもっとも大事な仕事部屋になった」。研究が

「言葉の歴史を調べることから始める」ので,国内に

何冊もない書物が中心になり「図書館に探しに」行

く。「資料は図書館に任せる,と いうような悟 りがで

きていた」。利用したのは「都内の大学図書館,国会

図書館,都の公共図書館や,各種の専門図書館」で,

「評論家とか研究者として,本 と付き合うことにな」

り,図書館や読書との関係が変わってきた。

40.吉田直哉 1931「もう少しオーラを」

「ウイーンの元ハプスブルク家の宮廷図書館,現在

の国立図書館」に撮影に行ったとき,「三百万冊とい

う蔵書のなかの逸品が」書架に並び,「背表紙を眺め

ながら巡回していくうち,感動を通り越して気が遠く

なるのをおぼえた」。「白髭をたくわえた老司書が得意

満面,鼻をうごめかしながら秘蔵本を運んでくる」状

況や,撮影した本について,具体的に紹介している。

また「古代アッシリア,エ ネベ遺跡の発掘を撮影」し

たとき,粘土板に「びつしり楔形文字が刻んであり,

ここは太古の図書館のあとだった」ことにふれてい

る。退職後は自宅で書きものをすることが多く,事前

に集めたもの以外に必要な資料が出てくると,近 くの

図書館へ行く。新聞は自宅でとっているもの以外の

「書評欄や調査記事を読みに,歩いて行ける小さな区

立図書館へ行」き,それで用が足りる。本は,持って

いないものが「一冊は区立の中央図書館に,他は都立

中央図書館にあることがわかったので,取 り寄せても

らおうとしたのだが,実に非能率的なので結局,直接

行くことにした」。「こういう区立図書館の主な業務

は,新聞雑誌の閲覧と新刊ベストセラーの貸出しに限

られるらしい」。「図書館のさまざまな役割分担はわか

っているつもりだし, レクリエーシヨンという一項が

その目的にはいつている以上,ベ ストセラーの同一本

を何冊もそろえる必要がある,と いうのも承知してい

るつもりだが,図書館が新刊の貸本屋と化しているの

は情けない」。「いのちの長い本」との交流もできるよ

うに,復刻でいいから「小さな図書館ほど,明治大正

の名著や古典文学」を書架に並べてほしい, と述べて

いる。

41。 目取真 1960「原点 としての場所」

「高校の図書館 は,校 門か ら入 って一番奥 にあ っ

た」。高三の夏休みには「毎日のように図書館に通っ
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て,受験勉強もせずに詩や短歌ばかりを書いてい

た」。図書館の一角のソファが生徒たちの溜まり場に

なっており,「司書が理解のある人で生徒の自由な活

動を尊重してくれた」。「高校の図書館には,た んに学

習の場としては収まらない,生徒たちが自主的に交流

できる空間があってもいい。私が過ごした高校の図書

館にはそれがあった」として,図書館で手にした本に

衝撃をうけたこと,卒業間近に友人たちと雑誌を作っ

て,短歌や詩を書いたこと,な どを述べている。1970

年代後半の沖縄には,利用可能な公立図書館はなく

「おそらく,高校時代に図書館で過ごす日々がなかっ

たら,こ うして小説を書いていることもなかっただろ

う」「高校の図書館への感謝はつきない」としている。

42.草森 1938「『規則の寛大さ』について」

「田中真紀子外務大臣が,国会図書館に閉じこもっ

ていたというニュース」は「私なりに面白かった」と

いう。国会図書館は「国会議員の勉強に供するために

書物を集めたところのはず」だが,「業者が入ってコ

ピーサービスェ場化していて (あ りがたくもあるが,

しばしば腹も立ち,ヒ ヤヒヤ,イ ライラもする),国

会議員のためにあるという本来の趣旨を忘れがち」に

なっている。「私は,『本のかたち』で書物を読みたい

タイプ」で,「できるなら自分の所蔵している本で,

ゴロリ寝転がって読みたい」ので,「二十代半ばごろ

までは」「図書館に出入りしたことはなかった」。「閲

覧室の虐、をひそめた静かさというものが,かえってう

るさく感 じられ」た。「物書きのはしくれ」になり

「本を資料として読む」ようになって,「買うことの限

界を感じるようになった」。古典や雑誌のバックナン

バーは,高すぎたり,手に入らなかったりするので

「時に図書館へ行くしかない」。「コピーは著作権がか

らむので,めんどうだが,係員の規則一点ばりには,

なんどか私も腹を立てたことがある」し,大目に見て

もらったこともある。また,国会議員に,コ ピー禁止

になっている本を借り出してくれるよう頼んだことの

経緯について紹介している。規則は不快なものだが,

「状況の変化によつてクルクル規則はかわっていく」

として,コ ピー許可の状況についての具体例をあげて

いる。

43。 鳴海 1953「サラリーマン作家の図書館利用法」

「子供の頃から物語を作るのが好きで,夢は小説家

になることだった」。エンジエアとして働きながら,

結婚し子供ができても,「休日の習慣のひとつ」とし

て「狭い社宅から逃れて,当時住んでいた市の図書館
へ通つていた。国会図書館などまだ見たこともなかつ

文学・文化編 (2005年 3月 )

たし,県立図書館も遠かった。学習室で,私は受験生

みたいに机に向かって小説の勉強をしていた」。受賞

を機に著書が出版されることになり,装丁を依頼した

い画家の連絡先を調べるため「隣町の図書館へ」行っ

て住所を調べ,依頼の手紙を出して,題字を描くこと

を引き受けてもらう。自分のホームページも開設して

いるが,「インターネットでも調べられないことはま

だまだ多い」としている。

44。 吉田秀和 1913「図書館をめぐる三つのエピソー

ド」

「昭和の始めの旧制高校に通った」が,学校の近く

の寮に入ったので「自由な時間がたつぷりあり」図書

館へ入ってみた。「開放的で自由なところだったの

で,私 は手当たり次第に棚から本をとり出し」た。

「気がつくと,何時間もたってしま」ったが「言葉に

つくせないほど楽しい経験」だった。図書館の長所と

して,「自分ひとりだったら買ったはずのない本に出

会えること」をあげ,「古今東西の無数の著者たちの

声の聞こえてくる巨大な音楽みたいなもの」だとして

いる。また,「二〇世紀半ばごろ」ニューヨークに数

ケ月滞在し,「セントラル・ライブラリーの部長で,

ニューヨークの音楽業界にも大変顔のきく人物に会う

ことになった」。図書館に行き,時間に余裕があった

ので「入口から近い新聞や雑誌のおいてある広間」に

入り「居心地の良い部屋」でうとうとしてしまい,

「気がつくと約束の時間は大分すぎてしまって」いた

が,そ れを詫びると,親切に応接 してくれた。さら

に,ベ ートーヴェンについて調べているとき,「晩年

のビアノ・ソナタの自筆楽譜」を「ロンドンの大英図

書館とベルリンのプロシア文化財団」で「旅券をみ

せ,申込書を書くだけで,即時見せてくれ」た。料金

も取らず,ゆ っくり調べさせてくれたことについて,

「こういう図書館こそ,最高の文化は世界中の人間に

対し開かれている現場だという証拠にほかならない」

のではないかとしている。

45。 佐野 1947「 出版と図書館」 (講演)

この文章は,2001年 の「図書館総合展」での講演

「出版と図書館」の抄録である
い
。佐野は2001年 2月

に『だれが「本」を殺すのか』 (プ レジデント社)を

刊行し,出版界や図書館界で話題となっていたが,

「本を殺しているのは読者だ」とする"。 図書館につい

ては「非常にギルド的」「隠語が多い」「人件費」が五

十%を 占めている,レJ用者とつながっていない」な

どの問題点を指摘している。また,「日本における図

書館教育のなさ」や「民間図書館との」「交流が図ら
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れていない」ことも述べている。さらに「無料貸し本

屋状態」になっていることついて,「強くこれは言つ

ておきます」として「宝くじに当たる本とか競馬に勝

つ本とか,それまで貸してやる必要はあるんでしょう

か。そんな本ぐらいてめえで買えよと,なぜみなさん

言えないんでしょうか」と主張している。なお,佐野
の見解に対しては,元岡山市立図書館・田井郁久雄に

よる詳細な反論が発表されているJ。

46。 米原 1950「 ドラゴン・アレクサンドラの尋問」

「在プラハ・ソビエト学校小学部二年に編入して四

ケ月」「ようやくロシア語の簡単な単語なら」読み書

きができるようになっていた筆者は,「比較的活字の

少ない,絵の多い本を図書室から借り」「読み終えた

本を,図書室の受付カウンターのところで返却しよう

とした」とき,カ ウンターにいた女′生から,本の内容

について話してみるようにと言われる。「何とか本の

あらすじを最後まで話し,さ らに作者のメッセージを

曲がりなりにも言い当てることができた」。やがて

「語 り聞かせることを想定 しながら読むようにな」

り,「内容をできるだけ簡潔にかつ面白く伝えようと

腐心して」読むようになった。「その方が面白く,集
中力が増すのか,それともロシア語力がイ申びていた時

期と重なっていたせいか,読む速度がどんどん速くな

っていった」。そうしたことをくりかえしていると
,

「いつのまにか,わ たしの表現力の幅と奥行きは広が

つて」いて,図書室担当の女性に心の中で感謝したこ

とを紹介している。

47。 笙野 1956「小説 OS倉極楽図書館」

猫のことで,賃貸マンションを追い出され,千葉に

家を買って引っ越したが,その経過が出てくる著書の

一冊『渋谷色浅川』は「図書館の買い上げ数が新潮社

の調査でほぼ 2千冊」だという。「普通は数百冊とも

その時に聞いたから実に『図書館作家』,リ クエスト

が多いという証拠」だとする。出版社から手渡される

読者カードにも,図書館の本からとったものがあり,
「殆ど例外なく,『ッボを心得た絶賛』」で,中 には,

年金生活者や失業中の人もいた。また,「鴎外の娘 ,

異端の女天才森茉莉をモデル」にした作品を執筆した

際に,「森茉莉全集」力れ るヽので,「東京での執筆中私

は森鴎外図書館と文京区大塚の都電すぐ近くの,中央

図書館を交互に利用し,ま た別の資料を求め豊島区要

町の図書館にも行った」。要町の図書館では,処分す
る棚にあった本の中の一冊について,そ の著者との

「縁」があったことにまつわるエピソードを紹介して

いる4)。

48.堀江 1964「此処に丼戸水と葡萄酒があるよ」

「早稲田大学の本部図書館にはじめて足を踏み入れ

たときに感じたのは,高校の小さな図書室では味わっ

たことのない,書物を取り巻く空間とのある種の共生

の思いだった」。文学部には「専門の学生に使いやす

い書籍と翻訳の全集ばかり効率よくならべた学習室が

あり」講義の間の調べ物や知り合いを誘うのに便利だ

った。利用回数は学習図書室が多かったが,過ごした

時間は本館の方がながい。「この図書館の閲覧室で,

何冊も印象深い本に出会った」として,あ る詩の作品

を取り上げて紹介している。そして「大学図書館の,

虚飾を廃した大閲覧室というどこか宗教的な厳粛さを

たたえた空間」で生じる思い入れに言及している。

49。 浜田 1953「世界のヒーローたちと出会った米議

会図書館」

ワシントンを訪れても「議会図書館に足を運ぶ人

は」あまりいない。地元でも「古色蒼然とした書物の

山という地味な印象をもたれているのではないか」と

する。「図書館の地下通路は」「米議会の主要なビルヘ

もつながっており,核シェルターの役割を果たしてい

ると思えるほど頑丈な作り」になっていることを紹介

し,仕事の気分転換ができたことを述べている。「寄

贈品保管部と映像・写真保存センター」に入り浸り,

「その都度,何 らかの新しい発見があ」ったとしてい

る。なぜ,い つ,誰が,どんな目的で「寄贈 したの

か」。それらの資料には,「未公開情報が埋もれたまま

眠っている」。「その存在に気づかせてくれた米議会図

書館に心より感謝している。と同時に,資料保存と公

開の重要性を改めて考えさせられる」と述べられてい

る。

50.鐸木 1955「図書館が『本』の呪縛から解かれる

とき」

「実は,図書館で『本を借りた』記憶がほとんどな」

く,そ こは「緊張感のある勉強部屋を与えてくれる施

設」であったとする。図書館には三つの機能があると

して,「一つ日は,資料 (データや情報)を提供」す

ることたが,「今ではインターネットに主役を完全に

奪われている」という。インターネットは,た しかに

「玉石混交」だが,今は「間違った情報が載っている

本は山のようにある」し,イ ンターネットは更新され

るが,印刷物は訂正が効かないのが欠点だとする。

「二番目に,娯楽や趣味の一環として,書籍を一般人

に貸し出す」ことをあげているが,「図書館でベスト

セラー商品を貸し出す必要があるだろうか」といい,

「公的な機関としての図書館は」「質の高い書物を末永
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く提供し続けることにこそ使命があるはず」だとす

る。「三番目は,文化の保管庫」であり,「売れない作

家にとっては,著作が図書館に入ることは」「絶版に

なった後も作品の命を長らえさせてくれる」ことだと

する。「図書館で本を貸し出すことに意味があるとす

れば,書店に並んでいない本をいかに多く提供できる

かということに尽きる」とする。このように「図書館

の機能はどれもことごとく落ちている」ので,「図書

館自身が,『本という呪縛』から逃れることが必要」

である。「これからの公共図書館の使命は,ま さに

『青空文庫』と同じものではないだろうか」。「本とい

う形にこだわる必要はな」く,「デジタル技術の導入

は必須」である。「図書館は『新しい文化の発信基地』

として生まれ変わることも可能」である。「商業資本

とは別のところから本を作り出すという発想」で,郷

土史研究,専門分野の本,文藝娯楽など〈図書館ネッ

トブランド〉を考えたらどうか。「本にはならない貴

重な情報や作品」を「埋もれさせず,発掘し,届 ける

ことこそこれからの図書館の使命ではないか」。それ

には「本当に本を愛している図書館員,つ まり『人』

を育てられるかどうか」が鍵になる, と主張する。

51.平 出 1950「 わたくし図書館」

私小説,私小説家,のあり方を「私の日前に示して

くださつた川崎長太郎さん」の「図書館との簡潔な付

合い」について「家には蔵書の類いをほとんど置か

ず,必要なときは図書館に通つた」と紹介している。

また, ドイツ,ベルリンの『焚書図書館』と呼ばれる

モニュメントが「本のない図書館」であることをあげ

ている。

52.片 岡 1961「水曜日の図書館」

「私の好きな図書館」は「所沢図書館椿峰分館。や

はり図書館は分館でしょう」という。「居ながらにし

て,本が安心して死んでゆける場所というのは,限ら

れている。永遠の書物などというものは無い。ひとと

同じにほとんどの書物も死んでゆくものだと思う」

「書物の集積場所である図書館が,甘美な堕落指南の

場所であって悪いはずはない」とする。「私がもし図

書館員になることを希望するとしたら,採用試験の面

接では『地域の情報発信基地の一員として !』 とか

『地域文化のリーダーとして !』 などと言うかもしれ

ないけれど,本当のところは古びてゆく本の匂いを嗅

ぎながら,本と一緒に,あ るいは本に埋もれて死んで

ゆきたい,そ うでなければ腐ってゆきたい,そ ういう

願望しかないだろう」という。また,「私の詩は図書

館から始まった」として,小学校の図書館で出会い,

文学 。文化編 (2005年 3月 )

繰り返し借りた詩の本に,所沢図書館の本館で再会で

きたことを述べている。「最近,図書館に足を踏み入

れると,少 し異様な感じがすることがある。以前は,

本を探す,借 りる,何かを調べる,勉強するといっ

た,目 的を体現しているような人だけで占められてい

た気がするのだけれど,こ の頃は少し違う。無目的と

までは言わないけれど,手持ち無沙汰そうなひと,本

嫌いとは言わないけれど,本が好きというのではなさ

そうなひとが,行 き場を無くしたように,図書館の椅

子に腰掛けている。私はそういうひとがそこにいるこ

とを,プ ラスの感情で眺めている」。「年齢に関わら

ず,どうやらまだ生きている,けれど,す ることがな

い,何 をしたら良いかわからない,そ ういう人のまわ

りを,人の手を何度も渡って柔らかくなった本が取り

囲んでいる風景は,な かなかだと思う」というよう

に,多様な利用者が存在している最近の図書館の状況

を肯定的にとらえている。「どこもかしこも機能的で

ある必要はない」「現役の人に対しては,機能的なカ

ウンターもあり,超人的なスピードで,書物を揃えて

あげられる職員の方がいらっしゃったりして,そ うい

う,ち ゃきちゃきなコーナーもあるならば,図書館の

隅で発酵してゆく人の存在も許されるだろう」として

いる。

53。 黒川 1961「利用者への『壁』にならないカウン

ターを」

「私は小説や評論を書いて暮らしてきたけれど,図

書館との関わりの上では,著作者である以前に,一人

の利用者である。これは,作家である以前に,一人の

市民であるということと変わらない」。「いま住んでい

る地域の図書館にも,かなり頻繁に通っている。図書

館という空間が好きだし,私のような民間の物書き

は,調べものや本探しでも,多 くを公共図書館に頼る

ことになる」という。最近「新聞などのメデイアで,

図書館をめぐる議論をときおり見かける。一―公貸権

とか,コ ピーの規制とか,複本の制限の要求とか。あ

るいは,公共図書館の図書購入費の削減とか,旧蔵書

の『廃棄』 (除籍)の加速化とか」が話題になってい

るが「こうした議論や報道のなかでは,案外,利用者

が実際に本を借り出す『図書館カウンター』という具

体的局面の現状が,論者たちの日から,す っぽり抜け

落ちたまま」だと感じている。「東京に住む私が,日

ごろ利用している近所の区立図書館には,イ ンターネ

ットに接続できる来館者用端末は置かれていない」。

来館者は区内の図書館での状況しかわからず,職員用

端末だけが,都立図書館にも接続している。区立図書
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館の蔵書数は限られており,所蔵しない本について利

用者に「職員 (不慣れなパートタイマーなのかもしれ

ないけれど)が『うちの図書館でご利用になれるの

は,区内の図書館で所蔵されているものだけです』と

“説明"」 しているのを見かける。都立図書館や国会図

書館から借りることは,説明されず,掲示もない。別

の区でも,強 く要求しないと,取 り寄せてくれなかっ

たり,手続きをしても予約が “立ち消え"に されてし

まうこともあった。「地域の住民にとって,図書館利

用のいっさいの窓口となるのは,カ ウンターの職員で

ある」。それが「来館者に十分な利用上の情報を与え

てくれないと,ご くふつうの子ども,主婦,勤め人,

老人から成っている地域住民は,図書館利用の手だて

を奪われる」ことになる。「地域図書館で利用者に情

報格差 (デジタル・デバイド?)を もたらすのは,ま

ず第一にカウンター職員の十分ならざる対応である」

として,行政担当者,地域図書館の当事者にも理解を

求めている。また,都立図書館の OPACか ら提供さ

れている情報の不確実さについて,具体的な事例をあ

げて紹介している。さらに,公共図書館が「文化的な

共有財産」として機能していくために「図書館自体が

利用者住民による提言懇談会のような仕組みを取り入

れていくべき」としている。

54。 中上 1971「生きる糧が詰まった空間」

「子ども時代を過ごした家は,図書館のように大量

の本で溢れていた」という。「父親が文筆業」で「本

がいたる処にあっても気にならず,む しろそれが当た

り前」と思っていた。やがて,「本で埋めつくされた」

「居間を狭苦しく感 じるようになっていった」。「親

は,子どもの読書に関してはほとんどノータッチで,

読書しなさいと言われた記憶もな」く,「幼い頃の私

は本が大好きで,絵本でも児童書でも,手当たり次第

に読んでいた」。「中学生になったあたりから,本と聞

くだけでうんざりするようになった」。そのころ「図

書館は,本を借りたり読んだりするところでは決して

なく,休み時間や放課後に友だちと喋ったりくつろい

だりする場所」だった。高校一年からロサンゼルスの

女子校に入ったが,学校で出されるランチが高カロリ
ーすぎたため,「昼休みは必ず図書館で過ごすように

なった」。「図書館員から死角になっている本棚にもた

れて座り, しばしば昼寝をした」り,試験前にはそこ

で勉強し,「ホームシックになった時は,日 本を紹介

する写真本」を見た。「それからは,本を通じて出会

うさまざまな世界の文化が楽しみで図書館へ向かっ

た」。「学年が上になるにつれて調べ物をしたりする機

会も増え,図書館がますます必要になった」。「図書館

の館長はただ一人いる日本人の修道女で,彼女は私も

含む日本からの生徒たちの相談役で」「いつでも心の

こもったアドバイスをしてくれ」た, という。「ハワ

イの大学に進んでも「放課後は必ず図書館に籠もって

数時間を過ごした」。

55。 松山 1945「本たちの日常」

「私は仕事柄よく図書館を利用している。多くの場

合は歩いて行ける都立図書館と区立図書館」「ときに

は国会図書館や近代文学館など」「平均すれば週一回

ぐらいでどこかの図書館へ足を運んでいる」。家は狭

いし,「近くに図書館があることは本当に助かる」「引

っ越し難い理由は図書館が近くにあることが一番大き

な理由だとさえ考えている」。「ここには本たちの日常

があるとつくづく思う」。はじめて入った大きな図書

館は,都立日比谷図書館で,「子どものときは円形の

図書館だった」「あまりの本の量に驚き, しかもいろ

いろな人がずらりと坐って本を読み,調べている姿に

も圧倒され,す ぐに図書館を出てしまった」。「図書館

はいまでも非日常の読書空間」である。図書館に行け

|ゴ「百年前どころか,五百年前の物語も,千年前の哲

学も,紀元前の詩も棚に並んでいる。これが本たちの

日常である」。同時多発テロ事件の後,新聞の書評委

員をしていて,関連書の書評が並ぶと知って「全く無

関係の美術の本を書評して紙面に載せた」。「本たちの

日常を守って欲しいと希ったからである」「世界の危

機を問う本が一方にあれば,他方ではのんびりと愉し

い趣味を語る本もある。これが本たちの日常であ

る」。「図書館で私たちが出会うのは,こ のじつにいろ

いろな表情をし,い ろいろな物語や発見や知識や記憶

や思考へと導いてくれる雑多で,渾沌した本の世界で

ある。たとえ私が考えることに反対の意見を綴った本

であっても図書館の書棚には置かれている。これが本

の世界の日常であ」るとの思いがあつた。「図書館に

は本当に沢山の本があり,多 くの人々が本を読んでい

る。あの雑多な本と人々の表情に,圧倒されながらも

私はつくづく本たちの日常がここにあると思う」。

56.室井 1955「〈本番〉の日々」

筆者は「元図書館員」であった。二十代半ば,就職

試験に失敗し「某私立大学の図書館」で「嘱託職員」

になった。「図書館員になるのが夢だったわけではな

い。たまたまわりふられた場所を特別視するような性

向」がある。職に就いた夏に「速成の講習に通い司書

の資格を得た後,図書館業務を一通り体験」した。

「和書・洋書の分類整理係,雑誌係,レ ファレンス・
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ツール (参考図書)係,貸出・閲覧係,それに蔵書点

検等々,図書館員なら誰でもやらされる仕事を私もし

ごくまじめにこなしたつもり」である。洋書係で「外

国語学部の新設」により,「中国語,ロ シア語,朝鮮
・韓国語,ア ラビア語, ヒンディー語文献」のテキス

ト群の整理に取り組んだ。ボルヘス『バベルの図書

館』の邦訳が出ると,「元図書館員のモノカキが座右

に置くべきミニライブラリーのような気がしたので無

理して買いそろえた」という。

57.林あまり1963「 びくびく」

「子どもの頃,そ して少女時代,『本が好き』と明る

い笑顔で言い切つたことがなかった」。「当時の図書室

には」「子どもたちは寄りつか」ず,そ こそこ広くて

きれいだが,ガランとしたそこに「泥棒のようなびく

びくした気持ちで」入り,「物語の棚の前でしばらく

迷つてから一冊を抜いてカードに記入し,借 りて帰っ

た」。「学校の調べものか何かで必要になり,中学二年

くらいになって,電車で」図書館に行った。「いまで

も,図書館で本を借りることはしても,館内でゆっく

りと読書して過ごす習慣を持たない。まわりに人のい

るところで本が読めない」という。「図書館に行 く

と,私 はいまでも少しびくびくしてしまう。ちょっと

でも感じの悪い応対をされると泣きたくなるし, じ―

っと見つめられると逃げ出したくなる」。「本,そ して

読書は,個人の′亡ヽの奥深くにかかわってくる問題」な

ので「図書館のスタッフの方々は」「口から出るひと

ことひとこと,ち ょっとした表1青や態度にまでぜひ″亡、

を砕いていただきたい」。「『しずかなほほえみで優し

く』接していただけたら」という。

58.菅 1963「 図書館という砦」

「小学校から高校まで,ずっと図書委員」で「読書

で現実逃避する毎日」だつた。「書架でできた本の砦

の中へ籠るのも好き」で「本を手に取らず」「ぼんや

りするだけの時間も,私 はこの上なく愛していた」。

小説家となってからも「自宅近くの図書館にはたいへ

んお世話になった」。特に「アイデイアをシノプシス

ヘと練り上げる段階」で,自 然科学や百科事典から

「使えそうな専門用語を芋蔓式に調べていく」。「百科

事典だけに限って着目しても,複数種類を常備した図

書館に幾度救われたか知れない」という。「近ごろで

はめっきり図書館へ行 く機会が減ってしまってい

る」。代替は「もっぱらインターネット」で,「書架を

渡り歩き芋蔓式に拾い読みする行動は」ネットサーフ

ィンと「感覚的に近い」。しかし「インターネットは

私を現実から守ってくれはしない」し,「筆者たちの
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生の姿を通して,世間や現実というものをあからさま

に突き付けてくる気さえする」。「図書館とネットのど

ちらかを選ぶのではなく,現状はうまく使い分けるの

がよさそうだ」という。

59。 久世 1935「く知〉の図書館」

「図書館と聞くと,か ならずペギー葉山の歌」『学生

時代』 (〈蔦のからまるチャペルで〉〈秋の日の図書館

の,ノ ートとインクの匂い〉)を思い出す。昭和三十

九年 (1964)の 「ペギー葉山の出身校の青山学院がモ

デル」だという。「私が出入りしたのは本郷の東大図

書館」で「あのころの図書館と言えば,暗かった。寒

かつた。田舎の土蔵の中に似た,ち ょっと酸っぱい空

気が籠もっていた」。「その代わり,一本の銀の糸のよ

うな冴え冴えとつよいものが,輝 きながら高い天丼か

ら降っていた。それを私たちは 〈知〉の光だと思って

いた」。「本郷の図書館」に「週に十時間ほどは」「い

たような気がする」。調べものをした記憶はなく,画

集を机に広げ,「ただぼんやりと眺めているだけだっ

た」。それでも「青春時代の中でいちばん 〈知的〉な

時間だつたような気がする」。「このごろの図書館は」

整備され,機能的にも変わったらしいが「私はこの何

十年の間,大きな図書館へも,街の図書館へもいった

ことがない」。必要な資料は,編集者の人に頼む。「私

は図書館の幻影が崩れるのを見たくないのだ。それは

〈知〉の幻影と言ってもいい」。「流行のベストセラー

も結構だが,古典とのバランスはどうなっているのだ

ろう」。「文化とはほどよい均衡のことを言う」が,出

版界ではわが国の近代文学作品が絶版になっていく。

「それがそのまま図書館の書架とイコールになってし

まったら,わが国の く知〉の領域はどうなってしまう

のだろう」と述べている。

60。 野中 1946「 自由の天地へのステーション」

「子供の頃から,図書館は,お気に入りの場所のひ

とつだった」。放課後に「私だけがひとりで図書館へ」

行って「興味をそそられた本を読み耽る」。両親は子

供時代に「できるだけ多くの本を読んでおくべきだ,

ということを教育方針のひとつにして」おり,本をプ

レゼントしてくれたが,それは子供にとってハードル

の高いものが多かった。「活字の大きな,ち ゃんとル

ビの振ってある,夢 に溢れた物語」「幼い人たちのた

めに書かれた綺麗な絵本」など「親に買ってもらえな

い,そ うした本を図書館で探 し求めた」。図書館は

「現実を超えた自由の天地へ出かけるためのステーシ

ョン」だった。二十代の一時期,ア メリカで暮らし

た。その町の大学は「アジア研究の盛んな学校」で,



図書館に「日本語の本や雑誌,新聞」があり「日本の

活字を貪るように読んだ」。「母国の言葉にとても, と

ても飢えてい」て, 日本の作家の本も読み,日本文学

の名作にも触れた。「そんな日々の中で,私 は,自 ら

も小説を書き始めた」という。

61。 三木 卓 1935「学校図書館とわたし」
ある学校の図書館で,司書が本の整理をしている中

に「半世紀ほど前には若い人にとても愛されていた」

翻訳書が入っていた。古いだけで手にとってもらえな

いこともあり,廃棄予定の本の山は,背が黒く変色し

ており,「廃棄は今時,当然のことなのかもしれない」

が,好奇心をもって調べる生徒がいるかもしれない。

新しい本を入れるとスペースがなくなるなら「学校図

書館を,拡充して」はどうか。「高名な文学者が,公

共図書館にサイン入りの自著をたくさん贈呈」した

が,古ぼけてきたら捨ててしまった。サイン本など

は, どこの図書館でも気をつかってほしい。学校図書

館では「生徒が何を調べたくなるのか,何を読みたく

なるのか,本来予期できないものではないのか」。「死

蔵に近い状態になる本が増えるにしても,図書館とし

てそれに応え得る 〈可能性〉を自ら捨てるべきではな

い」。今の「新刊書店には時間の堆積,文化の堆積が

圧倒的に薄い」。「図書館は,必要な本はどんんなに汚

くなっても,古 くなっても,こ どもが手にとらなくな

っても,残 しておかなければならないところである」
という。

62.白石 1960「背文字のポエジーとトイレと」

「本のことを思うと,ち ょっとブルーになるときが

ある」として,ふ えていく本とその整理について述べ

ている。「本が昔のように貴重品ではなく,消耗品の

ようになったから」書店の雰囲気が変わり,小 さな書

店が消え,「大きな書店に目的意識を持って行くよう

になり,欲 しい本を買ったらおしまい」になった。
「図書館をとりまく空気だけは変わらない」「図書館は

いつ行っても, どんな状態でも受け入れてくれるし,

発見があるし,本っていいなあ, と素直に思う」。「書

店だったなら絶対に行かないジャンルの本棚や海外文

学のところに立ってぼ―っと眺めるのが大好き」「閲

覧のコンピューターで調べるのも好き」「全スポーッ

新聞の芸能欄,読み比べも楽しい」。「私の場合,図書

館に行くというのは,あ んまり気負わずに,なんとな

く行ってみようか」「ふらりと行くのが一番いいみた

い」「あるときは買ったばかりのぶ厚い本を持って,

図書館で読みきろう,と 決めて行く」「とにかく本だ

けの世界に浸る」。「『若者の活字離れ』なんて図書館
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にいると,嘘 じゃないか, と思う」「魅力的な本を提

供できないまま,ただゃみくもに新しい本を出し続け

る出版社の愚痴のようにしか聞こえない」「本のこと

を考えると図書館のほうが,可能性に満ちている気が

する」という。

63。 柴田 1954「幻想の図書館・現実の図書館」

小説の中の図書館について,リ チャード・ブローデ

ィガン『愛のゆくえ』をとりあげ,「そこはとても変

わった図書館だ。名もない人々が,自分にとって本当

に大切なことを書き,書 き上がったら,世界にたった

一冊しかないその本を,こ の図書館に持ってくる」と

紹介している。また,ユーゴスラヴイアの作家ダニロ

0キ シユの短編『死者の百科事典』にある「詳細な伝

記的記述を集めた本が『中世の図書館のように,太い

鎖で書棚の鉄の輪につながれて』いる」例をあげてい

る。現実の図書館では大田区立大田図書館を「蔵書量

は抜群」随官員の人も」「親切」で,「この図書館まで

行って調べものや捜しものをするのは僕にとって最高

の贅沢」としている。「図書館の予算が年々減ってい

る」「司書の数が減っているとかいった記事をみるた

びに胸が痛む。大田区内の図書館の利用者は年々増え

ているというのに……」。また,都知事選の候補者

が,都立図書館の合理化を訴えているのをみて愕然と

したことを紹介している。図書館について望むことと

して,「本が一回貸し出されるたびに著者になにがし

かの額が支払われるようにする」こと,「本の揃え方」

は「少部数の本をきっちり揃えて」こと,「書庫はで

きる限リー般利用者に開放してほしい」こと,を あげ

ている。

64.中井 1934「 図書館に馴染まざるの記」

「戦時中の小学生に学校図書館はなかった」。「敗戦

の翌年,旧制高等学校尋常科に入学」し「図書室が高

等科と共通」で,「図書館の受付の女性に可愛がられ

て書庫に入れてもらった」。九鬼周造の蔵書が寄贈さ

れ「九鬼文庫」となっていて「著者のサイン入りの豪

華本」を手に取った。大学入学当初には「大阪駅に近

いビルの一階を使っていた米軍の CIE」 の図書館を利

用していた。本がみつけやすく,盗難や切り取りもな

い。また「米国人司書のプロらしい采配と利用者への

あふれる好意も忘れられない」としている。「今の私

は図書館のよい利用者ではない」「図書館の本はいつ

もあるという保証がないので困る。なるべく買う。大

学の図書費を使わず,私費で買う。懐をいためた本で

ないと真剣さが足りなくなる」という。また,蔵書を

寄付する行為が迷惑となるケースがあることについて

佐藤 毅彦 :現代日本の文芸関係者のもつ図書館観の一断面 。続
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は,小 さな図書館を運営した経験から知っており,

「図書館が多くの本を廃棄せざるをえないことは了解

できる」とする。一方,あ る調査事項について,明治

大学が古い雑誌を保存していることで,事実が確認で

きた伊Jを 紹介している。

65.日 垣 1958「原稿料と印税の話」

作家の具体的な氏名をあげながら,原稿料と印税に

ついての歴史的な流れを中心に記述している。

c01.常盤 1931「 ある図書館」

「ニューヨーク・パブリック・ライブラリー」中央

館周辺の状況から連想して,「図書館をテーマにした

短編小説のアンソロジーを読んだ」中に「ユダヤ系作

家の少年時代を回想した一遍」があったことを紹介し

ている。その作家の本を「読みかえすたびに」「戦中

の中学一年のころ,学校の帰りに図書館で鞍馬天狗を

読んだことを思い出す」という。

c02。 司 1936「 アトリエと本箱」

「図書館へ行くことがまったくなく長い間過ごして

いた」が「小説を書くようになって,あ ちこちの図書

館へ走るようになった。図書館にいる′亡、地よさを知っ

てしまった」という。「特に司書の方と虐、が合うと,

とことんまで調べが進む。予想もしない本に出会」っ

た例として,ウ イーンの図書館で銅版画を見たところ

「近くにいた司書は,ボクが関心を示す絵から,関連

ある版画を持ってきて見せてくれた。そのようなこと

は日本の図書館でいまだ経験することがない」とい

う。

c03。 泉 1956「永田町のタイムマシーン」

「永田町の『国立国会図書館』に初めて入つたの

は,十年ほど前のこと」で,当 時『B級 ニュース図

鑑』という「新聞の隅つこの方に,大事件とまではい

かない,けれど妙に味のある内容の」記事をまとめた

本を作っており「国会図書館の『新聞閲覧室』に日夜

通」っていた。「あの頃,国 会図書館の新聞閲覧室

は,僕にとって『タイムマシーン』のような部屋だっ

た」という。なお,泉の別のエッセイでは,国立国会

図書館職員の対応について「本館四階の地図室。寡黙

なその部屋の空気に見合った,おそらくこの何ケ月か

頬の筋肉を緩めたことがないような趣の婦人が受付に

座っていた」。「頬の筋肉の凍結した婦人は,シ レッと

した乾いた声で言った。『一度に五冊までです !』 ロ

シアのパンの配給を受けるように,僕は五冊の住宅地

図をもらい受け,席 についた」と描写されている'。

c04.町 田 1962「おくての俺」

筆者は「二十七歳くらいまで図書館に入ったことが

なかった」という。「住んでいたのは大阪の市中で図

書館はいくつもあった」が,同級生が「ノートを写し

あっていたのが公共の図書館」でそのような態度が厭

だった。「仕事に行き詰まり,一切の活動を停止して

蟄居」していた時期,買い物の帰り,普段行かぬ道を

ふらふらしていると,見なれぬ立派な建物があり,そ

こは図書館だった。「図書館では万巻の書物が無料で

読めるのである。そんなことはちっとも知らなかっ

た」。「以降,三年間,自 分は毎日図書館に通っ」て

「当時の自分にとってはパラダイスのような場所であ

った」という。

c05。 柳瀬 1943「 インターネット図書館」

「インターネットという図書館が超高速度で膨張し

ている」が,難点は「不要な情報が,あ まりにも大量

に混 じっている」ことである。調べ ものの際は,

「wwworObotwisdomocom」 から入るのが「最善である

ように思う」。ジェイムス・ジョイス『ユリシーズ』

についてインターネットが有効であるような具体的事

例を紹介し,「インターネット図書館はこんなふうに

す|ゴらしい」「しかしやはり『本』はなくならないこ

とを固く信じている」と述べている。

c06。 天沢 1936「 図書館って本当は何する所 ?」

「図書館とは何か? 図書がたくさんつまった建
物。では,図書館とは,何 をしに行く所 ? これがよ
くわからない」という。小学校四年の秋,初めて入っ

た町立図書館で『アラビアンアイト』を読んだが,

「途中で本を閉じて図書館から逃げ出し」てしまう。

町一番の本屋が母の実家で「一言いえば何でも貸出し

てくれ」「私にとって便利な新刊図書館」で,「暗く怖

ろしい町立図書館には三度と行かなかった」。高校生

のとき「図書委員会の常任委員」で「学校図書館は私

の住む場所であり,仕事場でもあった」。「沢山の本を

借出しては読破」し,「授業をさぼって友人と将棋」

をさしたり,貸出し事務をし,購入図書を選定し,
『館報』を編集発行をして,そ こに「エッセイや文学

時評や書評や総合雑誌評を書」いた。「自分の大学図

書館にはなぜかほとんど足を踏み入れなかった。必要

もなかったし,と くに関心もなかった」。次に図書館

にハマったのは「留学以降のパリ国立図書館」で,

「研究テーマのための必読文献」「最新専門誌の論」

「中世写本」などを読んだという。

c07。 多和田 1960「夜の図書館の顔」

著者は,ハ ンブルグ中央図書館を利用している。

「学問的な調べものなら大学図書館へ行くが,借 りて

読んでみたい本がある時には,市の中央図書館に寄
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る」。「商店や劇場の立ち並ぶ中にあるので場所が便利

で, しかも雰囲気が明るい。ビデォ分館にも随分お世

話になった」という。図書館の閉館後「本棚に囲まれ

て,椅子の数十個並べられたことろで,作者が自作の

朗読をする。わたしも作家として,週に一度くらいど

こかの町でそういう朗読会をする」。その企画をして

いた Eさ んが定年退職することを紹介している。

c08.陣野 1961「街の図書館の音源」

「以前,杉並区の荻窪に住んでいた頃,す ぐそばに

中央図書館があってよく利用」し,「音楽関係の原稿

を書くとき,所蔵の CDが とても役に立」ったとし
て,具体的事例をあげ,「ある『見識』を感じさせる

音源のあり方だった」という。しかし「こんな饒倖は

滅多にない。図書館の音楽コレクションには,頭をひ

ねるものが多い。流行っているもの,売れているもの

にばかリシフトすると,5年 ,い や 3年経ってみれ
ば,誰も顧みないような軽薄な音楽が主流になってい

ることが往々にしてある」。「引っ越してきてから私は

ほとんど地域の図書館を利用していない。資料的価値

がない,と 思うのだ」「図書館はレンタル CD屋では

ない」「ヒットチャートを賑わすような音源にばかり

目を向けていると,使い捨ての音楽だけを後生大事に

保存する」ことになるという。「ひとつの具体的提言

は,あ るレーベルを集中的にコレクションしてみる,
ということだ。歴史的に意味のある (と される)レ ー
ベルを」。「図書館同士の横の連携も大切」で「独自性

を街の図書館の音源に感じることができたら, とても

素晴らしいと思う」とする。

c09.金井 1947「発見の場として」

「図書館を利用することがないのは,私の書いてい

る類の小説やエッセイの性質上,然るべき図書館で調
べなくてはならない,と いったふうの く資料〉が必要

ない」からだとする。印税で生活しているので「読み

たい本は」「買うのが」「業界の仁義」という。「区立

の図書館の前を通ると」「図書館のすぐ隣か前か裏」

に「住んでいる小学生だったら」「毎日図書館で本を

借りて読む」のに,と 夢想する。「本を学校の図書室

で借りて,読みひたった小学生の頃の本を読む楽しさ

を」「小さな (児童図書館風の)区立図書館の建物が

よびさます」ことがあるという。「繰り返し読むため

に,好 きな本は手元になければならない」としても

「(繰 り返して読むかどうか,判断を下すために)図書

館は」「夢の身近な宝庫」であり,「小さな図書館は」

「『繰り返し読む本』の発見の場であってほしい」とす

る。

c10。 佐藤 1949「夏の約束」

「わたしは図書館が好きだ」。旅先で「知らない町の

図書館に入」り,「子どもたちが静かに本を読んでい

る姿をみると′亡、がほぐれてくる」。「一生持ち歩ける知

識ほど財産はない。それを図書館は無料で貸し出して

くれる」「書物を読むか読まないかで,知識は大幅に

違ってくる。そういう意味では図書館は知識を得るた

めの宝庫だ」という。「以前は近くに住んでいたの

で,浦安図書館に毎日のように通った」「近頃は地元

ではないが千葉ニュータウンの白井図書館によく行

く。浦安図書館よりは狭いが,働 く人たちの応対がい

い」「図書館は司書の知識で,い い本があるところと

そうでないところが顕著にわかるが,日 配り次第でい

い本が揃う。良書を幅広く入れてもらいたい」として

いる。夏休みに,十二歳の虐、子も「図書館に通うよう

になった」。「わたしも,中学生の頃から図書館に通い

だし性格がずいぶんと変わった」。虐、子に,生れた町

の図書館に行ってみようかと誘うと,す ぐ同意した。

「浦安図書館はわたしを作家にしてくれたところでも

ある」「下手な旅行より図書館めぐりもいいなとおも

った」としている。

cH.海野 1939「リーデイング・ビトウイーン・ザ・

ライアンズ」

〈オールド・ニューヨーク〉を語る時,欠かせない

のが「五番街四十二丁目の角にある ニューヨーク・
パブリック・ライブラリーである」。「二十世紀初頭の

ニューヨークの一番美しい建築」といわれ,正面に大

階段,両側に二匹のライオン像があり,若者たちの待

ち合わせ場所になっている。「この図書館がニューヨ

ークの人たちにいかに親しまれているか」具体的な作

品をあげ,「図書館がママを思わせる」というエピソ

ードを紹介している。「建物は一九一一年」に「私的

なライブラリーを合わせて」つくられたが,「アンド

リュー・カーネギーの寄附である」。「アメリカの美術

館や図書館は,民間の人々の力でつくられてきた。そ

のことが親しい雰囲気をもたらすのだろう」としてい

る。「わたしもこの図書館の前の階段で友人と待ち合

わせ」たことがあり,「石段に座ってまわりに見とれ

ていると,いつの間にか,隣 に友人がいた」としてい

る。

c12。 多田 1930「大学図書館にて」

「私が頻々と利用させてもらう図書館は,現在勤め

ている文系のカトリック大学の付属図書館で」あり,

「いちばんありがたいのは,大 きな辞典や文庫,双書

の類が豊富に揃つていること」で,「一般人の家には
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とうてい置いておけないもの」など,利用するのはそ

の一部だが,「私のように古いものに関心ある人間が

調べものをするのに,こ れほど効率のよい場所はな

い」としている。「文系の大学では,学生の好学心が

旺盛で図書館の利用法をよく心得てさえ居れば」教師

はあまり必要でないのではないか,と 思うが言わな

い。好学心旺盛な学生はめったにいないし,「図書館

を有効に利用する学生は少ない」。「授業に必要な最小

限の参考書」や「気楽な読み物」を借りるくらいであ

る。「私だって二十歳の頃はそれほど図書館に出入し

たわけではなかった」「家にある本や自分で買った本

を読むので手いっぱい」だった。「図書館から借り出

せば返さなくてはならない」し,「書き込みをした

り,赤線を引いたりするわけにはいかないのがいや」

だった。「二十歳ごろの私は,今私が教えている学生

同様,宝の山のねうちを知らなかったのである」とし

ている。

3.図書館はどうみ られているか

――図書館の「多様性」に関する見解を中花ヽに

雑誌『図書館の学校』に掲載されているからといっ

て,全ての著者が図書館とのかかわりについて,ふれ

ているわけではない。しかし,多 くのエッセイは,な

んらかの形で,図書館と関連のあるテーマを扱ってい

る。中でも,海外の図書館の紹介・利用体験,子ども

のころや学生時代における図書館との関わり,イ ンタ

ーネットの普及と図書館の将来,な どのテーマは複数

の著者によって扱われている。そうした中で,誰 もが

制限なく利用できる公共図書館サービスの現状と利用

体験,サ ービスの方向性に関する意見をとりあげて比

較・検討する。

たとえば,図書館資料の選択に対して,次のような

意見がある。

37.長 澤 1956は ,コ ンピュータ関連の資料につい

て,自 ら調査対象としていた,パーソナル・コンピュ

ータの歴史や文化史に関するものが少なく,マニュア

ル本が多いことを「まったく無意味な投資,利用者ヘ

のおもねり」だと批判する。図書館は「あらゆる文化

に関する一種『考古学』的な発掘の場」で「司書の

方々は何が『歴史』に組み込まれるか考慮して購入す

べき」だとしている。しかし,エ ッセイの冒頭では

「日頃,図書館を利用することは,減多にない」とい

っているのである。

50.鐸木 1955は ,図書館の三つの機能として,「資
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料 (データや情報)提供」「娯楽や趣味の一環として

の貸出」「文化の保管庫」をあげている。中でも貸出

に関しては「図書館でベストセラー商品を貸し出す必

要があるだろうか」「公的な機関としての図書館は」

「質の高い書物を末永く提供し続けることにこそ使命

があるはず」として,デジタル技術の活用と「本には

ならない貴重な情報や作品」を「埋もれさせず,発掘

し,届 けることこそこれからの図書館の使命ではない

か」とする。しかし彼も,「実は,図書館で『本を借

りた』記憶がほとんどない」と述べている。

c08。 陣野 1961は ,杉並区立中央図書館の音楽コ

レクションは好意的に評価し,よ く利用していた。一

方,「図書館はレンタル CD屋 ではない」「ヒットチ

ャートを賑わすような音源にばかり目を向けている

と,使い捨ての音楽だけを後生大事に保存する」こと

になるとして「歴史的に意味のある (と される)」 「レ

ーベルを集中的にコレクションしてみる」ことを提言

している。ただ,彼 もまた「引っ越してきてから私は

ほとんど地域の図書館を利用していない。資料的価値

がない,と思うのだ」というのである。

これらの筆者は,いずれも昭和 30年代 (1955-64)

の生まれで,現在 40代であり,図書館の資料選択に

ついて,調査利用を目的とした利用者に対応するた

め,一定の分担のもとに,資料の保存を考えていくべ

きとの立場から提言を行っている。しかし,実際の図

書館に不満を感じているためか,現実には,ほ とんど

図書館を利用していないのである。

40.吉田直哉 1931は ,「図書館のさまざまな役割分

担はわかっているつもりだし,レ クリエーションとい

う一項がその目的にはいつている以上,ベ ストセラー

の同一本を何冊もそろえる必要がある, というのも承

知しているつもり」だが,「図書館が新刊の貸本屋と

化しているのは情けない」とし,「小さな図書館ほ

ど,明治大正の名著や古典文学の復刻を書架に並べて

ほしい」と,現実の中小規模の市区町村立図書館で

は,ほ とんど不可能と思えるような希望を述べてい

る。

61。 三木卓 1935は ,あ る学校の図書館での廃棄予

定の本をみて,学校図書館で「生徒が何を調べたくな

るのか,何 を読みたくなるのか,本来予期できないも

のではないのか」「死蔵に近い状態になる本が増える

にしても,図書館としてそれに応え得る 〈可能性〉を

自ら捨てるべきではない」と述べているが,実際に出

版されてから年数が経過すると利用は低下していく

し,それらの保存・提供は,現実の学校図書館では困



難な場合が多い。

59.久世 1935は ,「流行のベス トセラーも結構だ

が,古典とのバランスはどうなっているのだろう」と

述べているが,「私はこの何十年の間,大 きな図書館
へも,街の図書館へもいったことがない」としてお

り,やはり,図書館の実情を熟知した上での言及とは

いえない。

これらの筆者は,古い資料や古典作品を保存じ提供

していくことの重要性を訴えている。しかし,いずれ

も昭和 10年代 (1935-44)の 生まれで,70歳前後の

年齢層であり,最近の図書館の実情を正確に把握した

上での提案とはいえない。

他にも,45。 佐野 1947,が「宝 くじに当たる本と

か競馬に勝つ本とか,それまで貸してやる必要はある

んでしょうか。そんな本ぐらいてめえで買えよと,な
ぜみなさん言えないんでしょうか」と述べているのに

代表されるように,公共図書館の資料選択について,
一定の分担により,調査・研究に役立つ資料を中心

に,古い資料も保存していくべき, との考えが複数の

著者により表明されている。しかし,図書館が分野に

よって特化することが,必ずしも利用者にとって望ま

しいものでないことは,すでに,図書館関係者から指

摘されている1)。 にもかかわらず,こ うした観点から

の発言がなされているということには,図書館関係者

も一定の注意を払う必要がある。

現実の公共図書館は,多様な利用者が,さ まざまな

目的をもって訪れるようになってきているが,こ うし

た利用状況を肯定的にとらえる見解も,今回の『図書

館の学校』巻頭エッセイの中には含まれている。

52。 片岡 1961は ,最近は「本を探す,借 りる,何
かを調べる,勉強する」といった人だけでなく「無目

的とまでは言わないけれど,手持ち無沙汰そうなひ

と,本嫌いとは言わないけれど,本が好きというので

はなさそうなひとが,行 き場を無くしたように,図書

館の椅子に腰掛けている」という。「私はそういうひ

とがそこにいることを,プ ラスの感情で眺めてい

る」。「現役の人に対しては,機能的なカウンターもあ

り,超人的なスピードで書物を揃えてあげられる職員
の方が」いて対応するなら,「図書館の隅で発酵して

ゆく人の存在も許されるだろう」としている。

55.松山 1945は ,「図書館はいまでも非日常の読書

空間」であり,「図書館で私たちが出会うのは,こ の

じつにいろいろな表情をし,い ろいろな物語や発見や

知識や記憶や思考へと導いてくれる雑多で,渾沌した

本の世界である」とする。「たとえ私が考えることに
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反対の意見を綴った本であっても図書館の書棚には置

かれている。これが本の世界の日常であ」る, と述べ

ている。

62。 白石 1960は「図書館をとりまく空気だけは変

わらない」し,「図書館はいつ行っても,どんな状態

でも受け入れてくれるし,発見があるし,本っていい

なあ,と 素直に思う」。「書店だったなら絶対に行かな

いジャンルの本棚や海外文学のところに立ってぼ―っ

と眺めるのが大好き」で「閲覧のコンピューターで調

べるのも好き」だし「全スポーツ新聞の芸能欄,読み

比べも楽しい」と,自 ら多様な利用の仕方を実践して

いる。そして「私の場合,図書館に行くというのは,

あんまり気負わずに,なんとなく行ってみようか」と

「ふらりと行くのが一番いいみたい」「本のことを考え

ると図書館のほうが,可能性に満ちている気がする」

と述べている。

こうした例のように現実の図書館の状況を肯定的に

とらえているのは,実際に図書館をよく利用している

人たちに多くみられる。図書館の実情をふまえたこの

ような見解を,図書館がわは,よ り積極的に受け止め

ていくべきではないか'。

近年のインターネットの普及によって,図書館の存

在意義も大きく変わる,変わらなければならない,と

いった意見もみられる。

37。 長澤 1956は ,「インターネットでいくらでも情

報が入手できる現在,図書館は, もっと特化された特

殊な文化の場であってもいいと思う。それが平準化さ

れた市区町村立の図書館の多様化にもつながるのでは

ないだろうか」と述べている。

50.鐸木 1955は ,図書館には三つの機能があると

して,「一つ目は,資料 (データや情報)を提供」す

ることたが,「今ではインターネットに主役を完全に

奪われている」という。たしかに「玉石混交」ではあ

るが,イ ンターネットは更新され,印刷物は訂正が効

かないのが欠点だとする。

一方で,イ ンターネットだけでは,十分ではないこ

とを指摘しているものもある。

43。 鳴海 1953は ,自 分のホームページも開設して

いるが,「インターネットでも調べられないことはま

だまだ多い」としている。

58.菅 1963は ,「図書館とネットのどちらかを選ぶ

のではなく,現状はうまく使い分けるのがよさそう

だ」としている。

c05.柳 瀬 1943は ,『ユリシーズ』「ジェイムス・

ジヨイス」についてインターネットが有効な具体的事

佐藤 毅彦 :現代日本の文芸関係者のもつ図書館観の一断面 。続
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例を紹介し「インターネット図書館はこんなふうにす

|ゴらしい」としているが,「 しかしやはり『本』はな

くならないことを固く信じている」と述べている。

インターネットの制約について指摘しているものも

ある。

33.瀬 名 1968は ,小学校で「コンピュータ室のパソ

コンはキッズヤフーがデフォルトで立ち上がるように

なっていた」が,実際に使ってみると,検索に制限が

かかっているため,ヒ ットしないことがあった事例を

紹介している。

また,職員の応対の重要性も指摘されている。

57.林あまり1963は ,「図書館に行くと,私はいま

でも少しびくびくしてしまう。ちょっとでも感じの悪

い応対をされると泣きたくなるし, じ―っと見つめら

れると逃げ出したくなる」「本, そして読書は,個 人

の心の奥深くにかかわつてくる問題だ」「図書館のス

タッフの方々は」「口から出るひとことひとこと,ち

ょっとした表情や態度にまでぜひ″亡ヽを砕いていただき

たい」「『しずかなほほえみで優しく』接していただけ

たら」としている。

53.黒 川 1961は ,図書館をめぐる「議論や報道の

なかでは,案外,利用者が実際に本を借り出す『図書

館カウンター』という具体的局面の現状が,論者たち

の目から,す っぽり抜け落ちたまま」と感じている。

「地域の住民にとって,図書館利用のいっさいの窓口

となるのは,カ ウンターの職員である」。公共図書館

が「文化的な共有財産」として機能していくために

「図書館自体が利用者住民による提言懇談会のような

仕組みを取り入れていくべき」としている。

これらの見解には, とくに目新しい観点が含まれて

いるわけではないが,図書館の存在意義や職員の専門

性を主張する際の背景となる考え方を説明する際に,

利用することが可能なのではないか。

4。 お わ り に

公共図書館の現状について,今回とりあげた『図書

館の学校』の巻頭エツセイの中で,c10.佐 藤 1949

は,旅先で「知らない町の図書館に入」り,「子ども

たちが静かに本を読んでいる姿をみると′と、がほぐれて

くる」「下手な旅行より図書館めぐりもいいなとおも

った」と述べている
い
。また,ほ ぼ同じ趣旨の文章

を,cH.海野 1939は ,「図書館を旅する喜び」とい

うタイトルで発表している。「私はいろいろな都市を

旅する時に,図書館を訪ねることにしている。はじめ
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は資料をさがすためだったが,そのうちにそれぞれの

街の図書館のちがいが面白くなってきた。今では,特

に本を読まなくとも,図書館に入って,その中をぐる

りとまわって,書棚をのぞいたり,本 を読んでいる人

たちを眺めているだけで,な んとなくその街の雰囲気

がわかるような気がするほどだ」。「図書館なんてどこ

でも同じようなものだが,実はなかなかちがってい

る」として,公共図書館の開館時間や休日が,一定で

はないことを,具体例をあげて紹介している。「図書

館で見られるのは資料だけではない。そこではその街

の人間を観察することができる。図書館の人たちがど

んなふうにみんなに本を読ませたいと思っているか,

街のひとたちが図書館をどんなふうに利用している

か, といったことが,貸出の時のやりとりや, リファ

レンス・サーヴイスの電話のやりとりを聞いていると

わかってくる」「いくつもの図書館を旅しているうち

に,私はだんだん,図書館のそれぞれの個性のような

ものが見えてきて,ま すます図書館めぐりが楽しみに

なってきた。ある都市に行つて,図書館に寄れない

と,な にか忘れ物をしたような気がする」と述べてい

る〕。日本国内の複数の公共図書館を訪問し,そ の現

状を肯定的に評価する見解が,文芸関係者によって表

明されているのである。

一方,2004年 6月 30日 に開催された「公正取引委

員会著作物再販協議会 (第 4回 )」 の協議内容が,7

月 9日 に公正取引委員会から公表された
〕
。この席

で,「文藝家協会の流通委員長をやっている」人物

が,次のように発言している。「図書館が大量に購入

するために,一般読者がもっぱら図書館で順番を待っ

て,た だで借りる人が非常に増えている」「近ごろは

街頭図書館というのがあって,八王子や町田で盛ん

で, トラックを4台 くらい連ねてやってきて,そ こで

一月単位でどんどん貸し出している。これをやられる

と,どうしても一般書店での購入が非常に減ってくる

という傾向がある。書店,取次,作家に影響が出

る」“。「八王子や町田」で,「 トラックを4台 くらい連

ねて」「一月単位でどんどん貸し出」すという,実際

には行われていない図書館の業務が,あたかも事実の

であるかのように,「公正取引委員会」の「著作物再

販協議会」の場で,文藝家協会の「流通委員長」の発

言として語られるのは,図書館界にとって大きな問題

であろう。

他方,与那原恵 (こ の記事での肩書きは「ノンフィ

クションライター」となっている)は ,『 i論座』2004

年 2月 号で,「多様な本との出会いの場を奪ってはな



らいない 図書館は何のためにあるか」というタイト
ルの文章を発表している。図書館について考えるきっ

かけとして,三 田誠広『図書館への私の提言』を読ん

だことをあげ,「公共貸与権」の導入,「複本」の制

限,新刊書籍の貸出猶予,な どの主張に対して,疑問

を呈している。「私はものを書くとき,図書館の存在

を抜きには考えられない。子供の頃から図書館の本を

読んできたこともライターになった理由のひとつだ。

そして今日,原稿や本を書くときに図書館の資料を多

数読む」し「本を書くのに図書館の資料は絶対に必要

だった」とする。「現在活躍する作家たちも図書館の

さまざまな本を読み今日に至るという人がほとんどの

はずであろう」という'。

少し角度は異なるが,c09.金 井 1947は ,小説の

執筆に際しては,調べる必要がないので,「図書館を

利用することがない」し,印税で生活しているので

「読みたい本は」「買うのが」「業界の仁義」としなが

ら,「図書館のすぐ隣か前か裏」に「住んでいる小学

生だったら」「毎日図書館で本を借 りて読む」のに,

という°。また,金井は別のエッセイで,文藝家協会

の三田誠広などの見解に対して,売れない本でも「全

国の図書館で二,三千部は買うし,赤字にはならな

い」との編集者の発言を紹介し,「図書館というのは

少発行部数の作者にはありがたいものなのだと,ま

あ,思わされてきたわけなのだった」として,「私に

言わせれば,『タダ』だからこそ,そ れでも読んでい

ただいてもらえることを有難いと思ったほうがいいん

じゃあないの ?」 とも述べているつ。

「はじめに」でとりあげたように,話題の「芥川賞」

作家「綿矢りさ」は,図書館を利用してきたことを,

インタビューで,再三,語っている。もちろん彼女が

まだ高校生だった時期に「文藝賞」を受賞し,そ の

後,現時点でも,早稲田大学の学生の身分であること

も,その背景に存在していると思われる。しかし,こ

うした事実を,図書館がその存在をアピールするため

の素材として考えることはできないものだろうか。

東京の区立図書館の運営委託に反対する集会に,今

回とりあげた『図書館の雑誌』の巻頭エッセイで,図

書館のカウンターに配置される職員の対応の重要性を

主張していた,53。 黒川 1961を ,講師として招いた

ことがある8)。 このようなケースが他でも可能かどう

かを検討してみる必要がある。

近年でも,「図書館へ行こう」といったテーマで特

集記事を掲載している若者向けの文芸雑誌"や地域文

化雑誌が存在している
。。そうした中で,多様な利用
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者が,制限をうけずに使える図書館のよさを,市民に

対 してアピールしてい くことはもちろんだが,文芸関

係者に対 しても,図書館がわから,積極的に発言 して

い くことの必要性を強 く感 じた。

注

1.は じめに一―話題の「芥川賞」作家「綿矢 りさ」と

図書館のこと,な ど

1)大森 望,豊崎由美『文学賞メッタ斬 り !』 PARCO
出版,2004,は「無数の文学賞を明快かつわかりやす

く分類整理」(p.4)す ることを目的とした出版物だ

が,「 日本の文学新人賞といえば,ま ずは純文学新人賞

の頂点にある芥川龍之介賞ですね」 (p。 16)と いう,豊

崎の発言から,本文がはじまっている。

また「大森 そろそろ第百三十回芥川賞の候補作が
決まっているはずなんだけど,『蹴りたい背中』がとら

ないかなあ」「豊崎 わたしもそう思います。これはデ
ビュー作である文藝賞受賞作『インストール』(38回 )

より百倍出来がいいですよ。受賞からたった二年でよ

くここまで成長した,え らい !」 (p.27)と 述べている

部分がある。

今回の受賞時の状況については「文壇に異常事態

芥川賞贈呈式は厳戒 聖女作家綿矢りさ (20)に 『悪
質ストーカー』被害」『週刊ポスト』2004.3.12,pp.40-

43,の ように,セ ンセーショナルな反響を紹介した記

事もみられる。

なお,綿矢りさに関する資料として,小谷野敦,渡

部直巳,吉 本謙次『綿矢 りさのしくみ』大田出版 ,
2004,が干J行 されている。同書の帯には「100万部小説

『蹴 りたい背中』と綿矢ワールドに関する,『ありそう

でなかった』初の研究本 ! フアン&新世代小説家志

望者必読」と記されている。

2)綿矢りさ『蹴りたい背中』河出書房新社,2003
3)綿矢りさ『インストール』河出書房新社,2001
4)小 日向健一,綿矢りさ「Intemet Explorers冒 険者たち
vol.1 チヤツト・インタビュー 小説家 綿矢りさ
氏」『図書館の学校』No.027,2002.3,pp。 70-73

同じインタビューの中で,イ ンターネットについて

は「受験のせいで高三になってから見なくなりまし

た。でも高二のころは一日二時間半とか見てました」。

「役立たず情報たっぷりの最先端情報公開機関 ! でも

その嘘くささが良し,と 思っています」と語つている。

5)綿矢りさ「著者インタビュー『インス トール』」『文

學界』2002.2,pp.296-298

6)「作家の読書道 第8回 :綿矢りささん」
『WEB本の雑誌』 (http:〃 wwwowebdokushooco耐 )
冒頭の部分では「昨秋『インストール』で第38回 文

藝賞を受賞した,綿矢りささんです。最年少 17歳 での

受賞,美少女作家誕生などなど,話題に事欠かない綿

矢さんですが,果 たしてその素顔は ?」 と紹介されて

いる。本の読み方については「ほとんど家で読みます

ね。はじめは座って読んでますけど,だ んだん腰が痛

くなって,気づくと横になって読んでます。図書館で

佐藤 毅彦 :現代日本の文芸関係者のもつ図書館観の一断面・続
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借 りた本が多いから,な くすのもこわいし,旅行にも    023,2001.H,pp。 2-6

持っていかない。良く読むのは特にテスト前。現実逃   10)草 森紳一「『規則の寛大さ』について」『図書館の学
避なんですけど。それとテスト前はなぜか推理小説を    校』No.023,2001.H,pp.7-11
良く読みますねえ。森博嗣さんとか,京極夏彦さんと    H)鳴 海 風「サラリーマン作家の図書館利用法」『図書
か。『インストール』を書いたのも,そ もそもテスト前     館の学校』No.024,2001.12,pp.2-6
の逃避したかった,と いうのがきっかけでした。でも    12)吉 田秀和「図書館をめぐる三つのエピソード」『図書
気がつけば,その逃避の方が生活の中′亡ヽになっちゃっ    館の学校』No。 025,2002.1,pp.2-7
てましたね」としている。                13)佐 野真一「出版と図書館」 (講演)『図書館の学校』

また,最近では「香川県のタウン誌を書籍化したも    No.026,2002.2,pp.2-14

のがおもしろかつた」と述べているが,こ れは,2004   14)米 原万里「ドラゴン。アレクサンドラの尋問」『図書
年度第90回 全国図書館大会 (香川県高松市)初 日の講    館の学校』No。 027,2002.3,pp.2-6
演者である「田尾和俊」が編集に関わっていた『タウ   15)笙 野頼子「小説 OS倉極楽図書館」『図書館の学校』
ン情報かがわ』 (ホ ツトカプセル)掲載の記事を単行本    No.027,2002.3,pp.7-11
化した『笑いの文化人講座』シリーズ (ホ ットカプセ    16)堀 江敏幸「此処に丼戸水と葡萄酒があるよ」『図書館
ル)の ことと思われる。                   の学校』No.028,2002.4,pp.2-7

また「作家の読書道 第30回」には,綿矢りさと同   17)浜 田和幸「世界のヒーローたちと出会った米議会図
時に芥川賞を受賞した金原ひとみ (1983年 生まれ)が     書館」『図書館の学校』No.028,2002.4,pp.8-12
登場している (彼女の父親は,翻訳を多数手がけ,現    18)鐸 木能光「図書館が『本』の呪縛から解かれるとき」
在は法政大学教授である金原瑞人 (1953年 生まれ)で     『図書館の学校』No.029,2002.5,pp.2-8
あることでも知られている)。 なお,金原ひとみは,こ    19)平 出 隆「わた くし図書館」『図書館の学校』No。
のインタビューで,図書館について言及していない。      030,2002.6,pp。 2-6

7)綿矢りさ「読書日記」『新刊展望』2003.10,pp.20-21   20)片 岡直子「水曜日の図書館」『図書館の学校』No。
8)山 本文緒「薄情者 『限りなく透明に近いブルー』村    031,2002.7,pp.2-6
上龍 (講談社文庫)」 『日々是作文』文藝春秋,2004,pp。   21)黒 川 創「利用者への『壁』にならないカウンター
87-93                           を」『図書館の学校』No.032,2002.8,pp.2-6

同書 pp.317-318の 「初出一覧」によると,初 出は   22)中 上 紀「生きる糧が詰まった空間」『図書館の学
『オーパス』1993年頃                   校』No.032,2002.8,pp.7-11

9)高橋英夫「図書館とのつきあい」『本の引越し』筑摩   23)松 山 巌「本たちの日常」『図書館の学校』No.033,
量
=房チ, 2004,pp.129-132                                     2002.9,pp.2-6

同書 pp.194-195の 「初出一覧」によると,初 出は   24)室 井光広「〈本番〉の日々」『図書館の学校』No.034,
『経済イ主来』1986。 12                                   2002.10,pp.2-6

10)金井美恵子「続・ヘトヘ ト日記」『目白雑録 (ひびの   25)林 あまり「びくびく」『図書館の学校』No.035,2002.
あれこれ)』 朝日新聞社,2004,pp。 99-108           H,pp.2-6
初出は『一冊の本』2003。 1,pp.52-57          26)菅  浩江「図書館 という砦」『図書館の学校』No。

035,2002. 11,pp.7-11

2.雑誌『図書館の学校』巻頭エッセイの分析Ⅱ        27)久 世光彦「く知〉の図書館」『図書館の学校』No.036,
2-1 分析対象                        2002.12,pp.2-6
1)瀬名秀明「未来の『博士』たちの図書館」『図書館の   28)野 中 柊「自由の天地へのステーション」『図書館の
学校』No.017,2001.5,pp.2-6                          学校』No.036,2002。 12,pp.7-11

2)宮沢章夫「魔物と旅に出る」『図書館の学校』No.  29)三 木 卓「学校図書館とわたし」『図書館の学校』No.
017,2001.5,pp.8-13                                        037,2003. 1,pp。 2-6

3)加 藤郁乎「図書館への謝意」『図書館の学校』No.  30)白 石公子「背文字のポエジーとトイレと」『図書館の
018,2001.6,pp.2-6                                         学校』No.037,2003.1,pp。 7-11

4)青柳いづみこ「図書館で見た ドビュッシーの素顔」   31)柴 田元幸「幻想の図書館・現実の図書館」『図書館の
『図書館の学校』No.019,2001.7,pp.2-6           学校』No.038,2003.2,pp.2-6
5)長澤 均「パソコンマニュアルよりもパソコン考占   32)中 井久夫「図書館に馴染 まざるの記」『図書館の学
学を」『図書館の学校』No.019,2001.7,pp.8-9        校』No.038,2003.2,pp。 7-11
6)荻野アンナ「三つの対話」『図書館の学校』No.020,   33)日 垣 隆「原稿料 と印税の話」『図書館の学校』No.
2001.8,pp.2-6                                             039,2003.3,pp.2-6

7)柳 父 章「図書館 の思い出」『図書館 の学校』No.  34)常 盤新平「ある図書館」『図書館の学校』No.007,
021,2001.9,pp.2-6                                         2000.7

8)吉 田直哉「もう少 しオーラを」『図書館の学校』No。   35)司  修「ア トリエ と本箱」『図書館 の学校』No.
022,2001。  10,pp.2-6                                         008,2000。 8

9)目 取真俊「原点 としての場所」『図書館の学校』No.  36)泉  麻人「永田町のタイムマシーン」『図書館の学



校』No.009,2000。 9

37)町 田 康「お くての俺」『図書館 の学校』No.010,
2000。 10

38)柳 瀬尚紀「インターネット図書館」『図書館の学校』

No.011,2000. 11

39)天沢退二郎「図書館って本当は何する所 ?」 『図書館
の学校』No.012,2000。 12

40)多和田葉子「夜の図書館の顔」『図書館の学校』No.

015,20ol。 3

41)陣 野俊史「街の図書館の音源」『図書館の学校』No。

016,2001.4

42)金井美恵子「発見の場として」『図書館の学校』No.

017,2001.5

43)佐 藤 洋 二郎「夏 の約 束」『図書館 の学校』No.021,

2001。 9

44)海野 弘「リーデイング・ビトウィーン0ザ・ライ
アンズ」『図書館の学校』No.022,2001.10

45)多 田智満子「大学図書館にて」『図書館の学校』No.

024,2001. 12

2-2 エッセイの概要

1)こ の文章は,2001年 H月 に開催された「図書館総合
展」のプログラムのひとつで,「NPO図書館の学校」主
催による講演「出版と図書館」の抄録である。講演内

容を記録したものであるため,他のエッセイが 3,000～
4,000字程度であるのに対して,文字数が 4倍以上 (約
17,000字 )に なっている。

2)佐野真一『だれが「本」を殺すのか』プレジデント
ネ土, 2001

佐野真一『だれが「本」を殺すのか 延長戦 (PART
-2)』 プレジデント社,2002

3)田 井郁久雄「図書館は『本を殺 している』か? 佐
野真一氏の手法を批判する」『三角点』復刊 4号 ,2002.

9,pp.5-13

4)こ こで,「文京区大塚の都電すぐ近 くの,中 央図書
館」とあるのは「都電荒川線」で,「大塚駅前」に隣接

する「向原」に近い「豊島区立中央図書館 :東池袋5-39

-18」 であると思われる。「地下鉄有楽町線要町駅」に

近いのは「豊島区立池袋図書館 :池袋 3-29-10」 であ

る。

5)泉 麻人「路線バスと地図と散歩が好きだ」『散歩学
のススメ』マガジンハウス,1993,pp.187-193

3。 図書館はどうみられているか―一図書館の「多様性」

に関する見解を中心に

1)た とえば,手嶋孝典「クローズアップ現代『ベス ト
セラーをめぐる攻防』を批判する NHKの お粗末な図
書館認識」『ずぼん』No。 9,2004.4,pp.86-109,で は,
この番組に対する詳細で実証的な反論がなされている

が,「市区町村立図書館が分野による特化 (分担収集)

を始めたら,図書館の魅力は半減してしまう」と述べ

られている。さらに都立図書館の機能分担の実例を紹

介し,「市区町村立図書館への『貸し渋り』も始まって

いる。分担収集は,新たな図書館サービスを展開する
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ための手段とはならず,む しろ都道府県立図書館の後

退の第一歩であるとさえ言えよう」(p.94)と 批判して

いる。

2)佐藤洋二郎「福猫小判夏まつり」『福猫小判夏まつ

り』講談社,2003,pp.29-110

同書巻末の「初出」によると,初 出は,『文學界』
2001.3

西武池袋線「中村橋駅」近く「午後の図書館は,静
かだった」とされる施設を,会社を辞め,家族とも別

れて,「貸しビルの夜警」「日給月給の臨時社員」をし

ている中年男性が,平 日の昼間に訪れる場面が描かれ

ている。「本棚の奥にソファがあり,そ こに近づくと満

席で男たちが新聞や雑誌に視線を落としている」。その

利用者たちは,「半ズボンにサンダル履きで濃い肛毛を

見せている者。腕組みをし目を閉じている者。館内を

所在なげに見つめている者」「誰もが時間を持て余して

いるように見えた」。この中年男性は,「気がむけばあ

ちこちの図書館に入るが,昼間はどこでも年配の男た

ちが増えた。調べものをしている様子でもない。本を

読もうという姿勢でもない。静かで落ち着ける場所を

求めているという様子だ。彼らは誰とも口をきかずぼ

んやりとしているが,あれは不景気で解雇になった人

間たちではないのか」と描写されている。彼は「はじ

めのうちこそ場違いなところにきていると気後れした

が,近頃は自分とよく似た者がいるとおもうとかえっ

て心落ち着くものがあった」と感じている。「中村橋」

のことを調べようと「社会科学図書や文学全集のそば

に地元資料コーナー」がある場所へ行 く。練馬区役所

に電話をかけ,西武鉄道にきいてみてはどうかといわ

れて「貸し出しカウンターにある鉛筆とリクエストカ

ードを取り」連絡先の電話番号をメモしているシーン

がある。

なお,現実に,西武池袋線「中村橋駅」近 くには,
「練馬区立貫井図書館 :練馬区貫井 1-36-16」 が実在す

る。

4.おわりに
1)佐 藤洋二郎「夏の約束」『図書館の学校』No.021,

2001.9

千葉ニュータウンは複数の自治体にまたがってい

る。白井市に「白井市立図書館」,印西市の「千葉ニュ

ータウン中央駅」近 くに「印西市立小倉台図書館」,

「印西牧の原駅」近くに「印西市立そうふけ図書館」,

印藩村に「印播村立図書館」がある。他に,船橋市 ,
本埜村,の一部もニュータウンに含まれている。

なお,同 じ著者の別のエッセイにも「暇つぶしによ

く図書館に行く。特によく行くのは,千葉ニュータウ
ンの白井町立図書館と浦安図書館だ」「以前,労働意欲

がまったくなくなり,生活が困窮していた頃,近 くの

図書館によく通った」という記述がある (白 井市の制

定は2001(平 成 13)年 4月 ～)。 出典は,次のとおり。

佐藤洋二郎「嫉1蛛の巣と蝉」『′自、子の名は濯』三一書

房, 1997,pp.96-97

同書 pp.207-210の 「初出一覧」によると,初 出は

佐藤 毅彦 :現代日本の文芸関係者のもつ図書館観の一断面・続
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『読書人』 1995。 H。 24

また,こ の本には,別 に,次 のエ ッセイが収録され

ている。

佐藤洋二郎「図書館の裏側」『`自、子の名は濯』三一書

房, 1997,pp。 104-106

同書 pp.207-210の 「初出一覧」によると,初 出は
『日本経済新聞』1997.3.26夕 刊

「縁があって桶川図書館長の石田利夫さんとお酒を

ご一緒した」。「わたしたちは市の財政を預かって,少
しでもいい本を提供したいと思っているんです,と 石

田さんは酒を酌み交わしながら言われた」。「子供が読

んだ本を重そうに持ってきたり,日 の悪い老人が虫眼

鏡を当て,何 日もかかって読んだものを返しにきたと

きには,つ くづ く図書館員になってよかつたと思う

し,つい声をかけてしまいたくなるんですよと彼は言」

った。

2)海野 弘「図書館を旅する喜び」『書斎の博物誌 作
家のいる風景』PHP研究所,1994,pp.124-127

同書巻末の「初出一覧」によると,初 出は,『THE

GOLD』 (JCB), 1988.5

この文中で「丸亀市の図書館」が「一週間に二日も

休んでしまう」と書かれているが,現在,丸亀市立図

書館のホームページの「図書館利用案内」で,「休館

日」は「毎週月曜日・毎月末日・祝日。年末年始 (12

月 28日 ～1月 5日 )・ 図書の整理期間 (9月 28日 ～9月

30日 , 3月 29日 ～3月 30日 )」 とされている。

3)こ こでは,『出版ニュース』2004.8月 上旬,pp。 17-

27,に掲載されたものを参照した。

4)日 本文藝家協会のホームページで公開された,2003.
3.20現在の理事 0委員会の名簿によると,「書籍流通問

題委員会」の委員長は,深田祐介である。

本稿の前著「現代日本の文芸関係者のもつ図書館観

の一断面」でとりあげた「図書館は無料貸本屋か ベ
ストセラーの『ただよみ』機関では本末転倒だ」『文藝

春秋』2000。 12,pp.294-302,の 著者,林望 (『図書館の

学校』No.001,2000。 1,に 掲載された講演の演者 )

は,こ の委員会の委員のひとりであり,林の存在がこ

うした場での深田委員長の発言に影響を与えているこ

とが考えられる。他の委員は,大 岡玲,出 久根達郎

(『図書館の学校』No.002,2000。 2,巻頭エッセイの著

者),辻井喬,中沢けい。なお,2004年 の名簿には,理

事・常務理事などが記されているのみで,委員長・委

員会メンバーは,記載されていない。

また,文藝家協会理事のひとりで,NHKの テレビ番
組「ベストセラーをめぐる攻防 作家 vs図書館」(NHK
『クローズアップ現代』2002年 H月 7日 放送)に も出

演していた,井上ひさしの脚本『父と暮らせば』を映

画化したものが,2004年 夏に公開されている。

図書館に勤めているという設定のヒロインを演じる

のは,宮沢りえ。
「見もの聞きものシネマチャート」『週刊文春』2004.

8。 12019,p.160,に よれば,「一九九四年に初演された

井上ひさし作の二人芝居の映画化」であり,「広島に原

爆が落とされてから三年後。図書館に勤めている美津

文学・文化編 (2005年 3月 )

江 (宮沢りえ)が自宅に帰ると押入れの中から父竹造

(原 田芳雄)が現れる。竹造は三年前の原爆で死んだ。

が,娘 の幸せが気になって,こ の世に戻つてきたの

だ。図書館に来る木下 (浅野忠信)は美津江が好きら

しい」というストーリーである。

オリジナルの脚本は,井上ひさし『父と暮らせば』

新潮社,1998(初 出は『新潮』1994。 10), として刊行

されている。同書の巻末 (p.114)「 主要参考資料」に

は,広島市立浅野図書館編集発行『広島市立浅野図書

館略年表』が,あげられている。

また,雑誌『シナリオ』には,映画のシナリオが掲

載されており,回想シーンに図書館での場面が存在す

る。出典は,次のとおり。

黒木和雄,池 田真也「父と暮らせば」『シナリオ』
2004.9,pp.21-45

5)与那原恵「多様な本との出会いの場を奪ってはなら
いない 図書館は何のためにあるか」『論座』2004。 2,
pp.244-249

この文中で紹介 されている,三 田誠広『図書館への

私の提言』勁草書房,2003,を 「図書館側からデータ

をもとに否定」したものは,次の論文である。

田井郁久雄「『図書館への私の提言』への提言」『出

版ニュース』2003.H月 下旬,pp.6-16(『三角点』復

刊 8号 より転載)

また,日 本図書館協会と日本書籍協会が共同で実施

した「公立図書館貸出実態調査」の結果は,『公立図書

館貸出実態調査 2003報 告書 平成 16年 3月 』とし

て,日 本図書館協会のホームページ (http://wwwojla.or。

jp)に公開されている。

なお,与那原の文章がこのような内容のものになっ

ていることは,「ライターになる以前の一九八一年から

六年間ほど公共図書館に勤務していたことがある」と

いう経歴にも関係していると思われる。

6)金井美恵子「発見の場として」『図書館の学校』No.
017,2001.5

7)金井美恵子「続・ヘトヘト日記」『目白雑録 (ひびの

あれこれ)』 朝日新聞社,2004,pp。 99-108

初出は『一冊の本』2003.1,pp.52-57

8)「東京の図書館をもっとよくする会」主催により,2003

年 2月 15日 に,文京区民センターで開催された「やっ

てはいけない !図書館の “委託"――安あがりでない,

本物の図書館を !―一」で,黒川創は,「カウンターは

すべての図書館の窓口」という講演を行っている。

9)「特集 決定版 !遊べる図書館ガイド」『recOrecoレ コ
レコ』2003.9-10,pp.6-24

この雑誌は「本と書店で遊ぶレコメンデーションブ

ック」と表紙にある。

特集記事では,「現代マンガ図書館」「アカデミーヒ

ルズ六本木ライブラリー」「岐阜県図書館」など,「私

設の専門図書館・図書室」「公立の図書館・図書室」

「ショップを兼ねたライブラリースペース」をあわせて

30館あまり紹介している。

また「図書館のある風景 映画編」として,「『テイ
ファニーで朝食を』から『ハリー・ポッター』まで
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図書館がキーワードとなる映画」を30編あまリビック

アツプして,簡単に紹介している。邦画では『ガス人
間第一号』(1960),『赤い殺意』 (1964),『耳をすませ

ば』(1995),『 Love Lctter』 (1995)が とりあげられてい

る。

さらに,以 下のような,図書館に関するエ ッセイ

(すべて700字程度)が掲載されている。
堀江敏幸「読書館を求む」

澤野雅樹「図書館が嫌いな理由,も しくは大音量図

書館の構想…」

リリー・フランキー「図書館イリュージョン」

藤野千夜「公立図書館の思い出」

安西水丸「ぼくと図書館」

なお,特集とは別に,こ の雑誌には「厳選 !秋の夕

暮れに読みたい本 136冊」というタイトルで,そ れぞ
れのテーマごとにブックガイドが掲載されているが,

そのテーマのひとつは次のような内容のものである。

山岸清太郎「図書館でドラマにめぐりあうために」『re―

cOrecOレ コレコ』2003.9-10,pp.99-101

ここでは,「図書館のドラマには,大 きく分けて 2種

類ある」として,1冊の本との出会いと,も うひとつは
「たとえば眼鏡の似合うセクシーな司書のお姉さんがい

たりして,その司書さん目当てに毎日図書館通いをし
ている」「とか何とか,そ ういう方面の ドラマである」
という。

本文中で紹介されている図書は,以下の 7冊。

小田光男『図書館逍遥』編書房,2001

井上ひさし『本の運命』文藝春秋,2000

毎日ムック・アミューズ編『おもしろ図書館で遊ぶ

専門図書館 142館完全ガイドブック』毎日新聞社,

2003

堀田 穣『図書館のある都市へ』鹿砦社,2000
「まちの図書館でしらべる」編集委員会編『まちの

図書館でしらべる』柏書房,2002

リチャード・ブローディガン『愛のゆくえ』早川書

炉引, 2002

恩田 陸『麦の海に沈む果実』講談社,2000
10)「特集 図書館へ行こう !」『大阪人』2004.3,pp.6-48
この雑誌は「『大阪人も知らない大阪』発見 Maga_

zine」 と表紙にある。

特集では,「大阪市立中央図書館」「大阪府立中之島

図書館」の所蔵する貴重書コレクションの一部を,カ

ラーページで公開している。また,「図書館活用スーパ

ーテクニツク」「矢日識のジャングル探検」では,文章と
イラストで,図書館員の専門性や「レファレンスサー

ビス」について説明している。さらに「専門図書館を

歩 く」では,「国立国会図書館関西館」「味の素 食の
ライブラリー」など,lo館 あまりの大阪周辺の専門図

書館を,カ ラー写真とコメント,開館時間などの案

内,周辺の交通機関と略図,な どによって紹介してい

る。


